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                午前９時59分 開議 

                （出席議員数17名） 

――――――――――――――――――――――――― 

        開  議  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） これより、本日の会議を開きます。 

――――――――――――――――――――――――― 

        会議録署名議員の指名         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 本日の会議録署名議員には、 

        日 里 雅 至 君 

        水 間 健 太 君 

を御指名申し上げます。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 市政に対する一般質問 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第１、昨日に引き続き、市政

に関する一般質問を行います。 

 それでは、ただいまより日里雅至君の質問を行います。 

 ９番日里雅至君。 

○９番（日里雅至君） -登壇- 

 おはようございます。 

 通告に従い、順次、質問をしてまいります。 

 中心市街地活性化について。 

 第２期中心市街地活性化基本計画についてお尋ねをい

たします。 

 平成13年に「へそのまちのへそ力」をスローガンに旧

基本計画を策定し、駅前地区土地区画整理事業並びに市

街地再開発事業が行われ、核拠点として富良野駅前広場

の整備、核施設として健康増進施設ふらっと、公営住宅、

チャレンジショップなどがあり、ふらっとについては、

利用者が計画を上回り、市民の健康増進に寄与し、公営

住宅については、まちなか居住を推進させ、リバーモー

ルについては、多くの家族連れ、観光客の憩いの場とし

て、そして、各種イベント会場、富良野の夏の風物詩と

して定着したフラノビ・アモールの開催など、にぎわい

を見せております。新たな地域のコミュニティーを確立

しています。 

 ネーブル・タウン事業では、フラノマルシェを核に、

民間による高齢者介護施設、クリニック、マンション、

保育所の建設、第２マルシェ、商店街の配置と３世代交

流と新たな交流空間を創設し、本年までの来場者が500

万人を超え、官民協働による事業推進が全国的にも注目

を集め、さらなる取り組みを期待するところであります。 

 現在、進行中の第２期中心市街地活性化基本計画は、

本通り、新相生通り、東５条を囲む30ヘクタールを重点

地域に設定し、サンライズ・パーク構想整備事業による

駐車場ポケットパークなどが計画され、期待が高まると

ころであります。 

 富良野市中心市街地は、住宅地、商店街、公共機関、

金融機関、医療機関、娯楽施設などを包含し、情報文化

の発信拠点として、富良野の経済の中心として発展をし

てきました。時間の経過とともにその姿や機能を変えな

がら現在に至っており、今後予想される人口減、少子高

齢化など、来る要因の中で持続的可能性を見出しながら、

地域経済の発展、文化、医療、観光、防災とさまざまな

視点から富良野に住む人々の暮らしやすい安全・安心で

きるまちづくりが求められています。その核となるのが

中心市街地であり、50年、100年後を見据えた富良野のま

ちづくりを念頭に、今後の事業推進に当たらなければな

らないと考えます。 

 しかし、現状は、商店街の後継者不足、近隣都市への

消費の流出、大型店の郊外展開、ネットでの商品購入、

ライフスタイルの多様化など、課題を抱えています。ま

た、最近の報道では、駅前の人気スポットであった北の

国から資料館が閉館すると報じられ、また、この３月に

は、商店街の中心であり、マルシェと対角線上にあった

核施設、三番舘が閉店をいたしました。商店街発祥の地、

まちの核施設の閉店は、商店街、市民生活にも影響が出

ています。三番舘は、買い物だけでなく、市民の交流の

場、市民文化サークルの発表の場、絵画、書道などの発

表の場としても使われており、その影響ははかり知れま

せん。三番舘の閉店後の対策を中心市街地の行政課題と

して対処すべきと考えます。 

 そこで、お伺いをいたします。 

 １点目は、サンライズ・パーク構想の検討経過につい

てお知らせください。 

 ２点目は、にぎわい創出に向けた核拠点の考え方、三

番舘撤退による拠点としての利活用についてです。 

 ３点目は、サンライズ・パーク構想の今後の進め方に

ついてです。 

 ４点目は、無頭川の周辺環境整備についてです。 

 ５点目は、第２期中心市街地活性化基本計画での対応、

これは無頭川の関係であります。 

 続いて、第５次総合計画との関係についてです。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 おはようございます。 

 日里議員の御質問にお答えをいたします。 

 中心市街地活性化についての第２期中心市街地活性化

基本計画の進捗状況についてであります。 

 サンライズ・パーク構想の検討経過につきましては、

東４条街区地区市街地再開発事業に続く１期計画から継

続事業として、（仮称）サンライズ・パーク構想整備事
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業を位置づけており、昨年から整備事業予定地区の地権

者に対しまして事業参画の意向調査を実施してきたとこ

ろでありますが、現況のままでの権利所有を希望してい

る権利者がいることなど、集約的な土地利用が困難な状

況であります。このような現状を踏まえ、権利者の意向

調査を配慮しながら、まちなか駐車場やポケットパーク

など、当初予定していました都市機能を持った事業の取

り組みが可能かどうか、総合的に検討していく考えであ

ります。 

 次に、にぎわい創出に向けた核拠点の考え方について

でありますが、第２期中心市街地活性化基本計画では、

30ヘクタールの重点区域内に、市民、観光客がともに利

用できる機能性と利便性に富んだ核拠点を整備し、まち

なか回遊に結びつけることにより、市街地全体へのにぎ

わいと波及させていくことを目標にしており、核拠点を

ふやしていくことで、点から線、そして線から面へと発

展させていくことを基本にしているところであります。 

 サンライズ・パークも、フラノマルシェ同様に、中心

市街地活性化の核拠点として位置づけておりますが、本

年３月下旬に、中心市街地で唯一の総合小売店舗であり

ます三番舘富良野店が30ヘクタールの重点区域から撤退

をし、中心市街地の一等地に空きビルが発生することと

なりました。 

 このような状況の中、本年２月には、三番舘に隣接す

る新相生商店街振興組合及び本通り振興会から市に対し

て、三番舘閉店後を見据えた事業展開の要望書が提出を

され、内部検討した結果、二つの商店街が交差をする本

市商業の象徴的な場所において空きビルのままにするこ

とは、中心市街地全体に大きな影響をもたらすものと危

惧をしているところであります。このような認識から、

旧三番舘の建物の利活用を喫緊に解決すべき課題と位置

づけ、空きビル再生を念頭に、サンライズ・パーク関連

事業として一体的に推進することについてさまざまな角

度から総合的に検討してまいりたい、このように考えて

いるところであります。 

 次に、今後の進め方についてでありますが、中心市街

地活性化基本計画の根本的理念である官民協働による持

続発展可能なまちづくりを基本に、行政及び商工会議所

や商店街などが互いの役割分担や責任を明確にしながら

進めていきたいと考えているところであります。 

 また、４月に開催されました中心市街地活性化協議会

において、新相生商店街振興組合及び本通り振興会から

出されました要望書を踏まえ、中心市街地活性化基本計

画の変更を了承されたことから、旧三番舘の建物の利活

用を本計画の中で対応すべく、国との事務レベルの協議

を進めているところであり、今後、国庫補助を活用する

ことを前提に関係省庁との協議を行ってまいります。 

 次に、無頭川の周辺環境整備についてでありますが、

中心市街地活性化基本計画の計画期間は平成31年度末を

もって終了することから本計画期間内での整備は難しい、

このように考えております。 

 次に、市街地活性化基本計画を変更した場合の第５次

総合計画後期基本計画での位置づけについてであります

が、計画の変更及び事業手法や全体事業などが決まった

段階で後期基本計画をローリングしてまいりたい、この

ように考えているところであります。 

 以上であります。 

○議長（北猛俊君） 再質問ございますか。 

 ９番日里雅至君。 

○９番（日里雅至君） それでは、再質問をさせていた

だきます。 

 まず初めに、サンライズ・パーク構想の地権者といい

ますか、十数件あろうかと思いますけれども、意識調査

をなされて、その中でいろいろと検討した結果、集約的

に土地を利用することは困難であるというふうになった

と。その現状を踏まえて、地権者含めて、どういうよう

なことなのか。本当に賛成できないというか、これ以上、

いろいろと協議してももう難しいのか、まだ可能性があ

るのかといったところを含めてお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 日里議員の再質問にお答えを

いたします。 

 昨年、サンライズ・パーク構想の地権者の意識調査を

した結果でございます。 

 まず、数字的なもので申し上げますと、地権者全体と

しては12件ございました。その中で、事業に積極的に参

画という形は５件、残りの７件については現状では難し

いというお話でございます。ただ、７件の中には、相続

の問題だとかいろいろな課題がありますので、全てがだ

めだということではございませんけれども、現段階では

事業参画は困難という方が７件ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） ９番日里雅至君。 

○９番（日里雅至君） そういった形の中で、まちなか

駐車場だとかポケットパーク、当初予定していた都市機

能を持った事業の取り組みを進めていくことになろうか

と思うのですが、そういったこと含めて総合的に検討し

ていくということでありますけれども、その辺の進行状

況を含めて、どうするかということを教えていただけれ

ばと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 御質問にお答えいたします。 

 サンライズ・パークの意向調査を踏まえた上で、今後
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どのように進めていくかということだというふうに思い

ます。 

 こちらにつきましては、現状では、集約的な全面を使

った形での整備についてはなかなか難しいという現状が

あります。 

 それから、先ほど市長から答弁がありましたとおり、

三番舘の問題ということが出てまいりました。そちらと

一体的に整備ができるかどうかということも含めて、総

合的に判断をしてまいりたいというふうに考えてござい

ます。 

○議長（北猛俊君） ９番日里雅至君。 

○９番（日里雅至君） そうしますと、あそこの地権者

の中にも市も入っているわけであります。商工会議所の

底地は市の所有地というふうに聞いております。そうい

ったことを含めて、いま、計画する駐車場について、大

型バスの駐車場や一般の乗用車、それからポケットパー

クといった部分を含めて、参画できる可能性は非常に高

いような気もします。 

 そういった意味で、富良野市として、市有地を含めて、

参画する意思についてどういうふうにお考えなっている

のか、お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 御質問にお答えいたします。 

 サンライズ・パークの予定地区内に市有地があるとい

うことでございます。 

 この市有地につきましては、市街地の中でも、ある程

度まとまった面積を持っている場所でもございますので、

中心市街地の活性化事業を進めていくに当たりましては、

市としても効果的な土地利用を検討していく必要がある

というふうに考えております。 

○議長（北猛俊君） ９番日里雅至君。 

○９番（日里雅至君） 先ほど、サンライズ・パークの

地域と三番舘の活用についての部長の答弁の中で、一体

的に考えていかなければならないというお話もありまし

た。そういった中で、例えば商工会議所の機能とか、そ

れから、ラジオふらのも入っていますね。その機能とか、

事務所を含めての機能をそちらのほうに移すとか、例え

ばですよ。そういった形の中であそこを駐車場にすると

いうようなことでの一体化という考え方でよろしいでし

ょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 日里議員の再々質問に、私のほ

うからお答えをさせていただきたいと思います。 

 いま、経済部長のほうから御説明をさせていただいた

ことが基本であります。 

 現在の第２期の計画が、あくまでも５年という短い期

間の想定の中でサンライズ・パーク構想をやるというこ

とでしたけれども、前段にあった御質問の中で、７件の

地権者からなかなか同意を得られず、これを何年も続け

ていくうちに終わってしまうという現況もございます。

ですから、商工会議所あるいはまちづくり会社等とも、

それぞれ市とお話し合いをいたしまして、これをどうに

か解決する方法ないのかという協議をさせていただきま

した。そのうちに、先ほど答弁させていただきましたが、

三番舘が、急遽、３月で閉店をするという事象も起きて

きたものですから、先ほどの答弁のとおり、中核となる、

核となる三番舘の格付、それから、今後の拠点とする内

容等も含めて再協議をする必要性があると認識いたした

ところであります。 

 その間、新相生商店街振興組合、あるいは本通り振興

会から、市に対してそれぞれ御要望があったわけであり

ますから、これを踏まえた中で、サンライズ・パーク構

想をどう位置づけながら、事業の変更を求めながら、ど

ういう計画をつくったらいいかというのが現在の状況で

あります。ですから、商店街から出てきた要望を踏まえ

ながら、市として、まちづくり会社あるいは商工会議所

とも、今後、まちづくり協議会を通じた中でそれぞれ御

説明して、最終決定する状況づくりをしていかなければ

ならないというのが現況であります。 

 そういった中で、いま、日里議員からの御質問の中で、

計画の中に新しいものを取り入れていくということは、

これは、当然、サンライズ・パーク構想の一部が参加し

ていただけない商店街もあるわけですから、これを変更

する新しいものは何かということで、いま、それぞれ三

者で協議をいたしたいというのが現状であります。そう

いう現状の中で、いま、来年度に向けて今後の事業計画

をつくる段階になってきたわけであります。 

 ですから、こういう事業計画を立てるときに、額はど

のぐらいになるのか、あるいは、三番舘を活用できるの

か、できないのか、いま、こういったことも精査をして

おります。恐らく、７月ぐらいまでに最終判断をしない

と事業が進展しなくなる、こういうことにもなろうかと

思いますので、それらを含めて総合的に判断して、いま、

協議、検討、精査中、このような状況でございます。恐

らく、７月ぐらいまでには最終的な計画案の素案ができ

る状況になるだろう、このように考えているところでご

ざいますので、そういうことを踏まえながら、ひとつ、

日里議員のお力をかりながらやらなければならぬ問題も

出てくる可能性もありますので、よろしくお願い申し上

げたい、このように思います。 

○議長（北猛俊君） ９番日里雅至君。 

○９番（日里雅至君） いま、市長が言われたことはよ

く理解します。 

 ただ、先ほどの三番舘の関係の建物の利活用といった
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ときに、空きビル再生を念頭にというお言葉がありまし

た。再生ということは、取り壊しをしないで、ある建物

を補強しながらやっていくのだというふうに私は感じた

のですが、そういったことでよろしゅうございますか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 日里議員の再々質問にお答えし

ます。 

 基本は、三番舘の現在の建物を活用できるか、できな

いかということで、耐震の状況も含めて、いま、精査を

しているところでございます。それができた時点で明確

に出すということになりますから、私が御答弁させてい

ただいた７月ぐらいまでにはそういう状況づくりが可能

である、このように考えております。 

○議長（北猛俊君） ９番日里雅至君。 

○９番（日里雅至君） ７月までという具体的な月日も

出てきましたが、いろいろな意見をお持ちの方がいると

いうふうに思うのですよ。議会もそうですし、商工会議

所もそうですし、商店街もそうですし、いろいろな形の

中であるべき姿のお話し合いをするわけです。しかし、

どこにどう言っていけばいいのか、どうしたらいいのか

ということでは、意見の反映はなかなか難しいのかなと

いうふうに思っております。 

 事業推進に当たっての確認ですが、先ほど、商工会議

所、市、法定協議会というお話をいただきましたけれど

も、まちづくり会社が入っておりませんので、まちづく

り会社の役割を含めて、今回はどういうことになってい

くのでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 日里議員の御質問にお答えい

たします。 

 先ほどの市長答弁の中で、行政、商工会議所、商店街

などということで、などの中にまちづくり会社が入って

いるということで私どもは理解をしておりました。 

 改めて申し上げますと、今回の第２期富良野市中心市

街地活性化基本計画の拠点施設ということで整備すると

いうことにつきましては、官民協働が基本的な考え方で

ございますので、地域密着型の公益性のあるディベロッ

パーいうことで、ふらのまちづくり株式会社がその中核

的な役割を担って推進していくというふうに考えている

ところでございます。 

○議長（北猛俊君） ９番日里雅至君。 

○９番（日里雅至君） その中で、７月ぐらいにという

お話がありました。 

 でも、現在も、三番舘の建物の利活用については、新

聞紙上を含めていろいろと報道されております。例えば、

温浴施設とかホテルとか、そういったことを含めて、実

現、それも２回にわたって報道で紹介されていますから、

その辺の出どころというのか、まだ協議をしていないの

にそういう話が出て、市民の皆さんも、非常に不安視し

ているといいますか、本当なのかということで聞かれる

ことが大変多うございます。 

 そんなことを含めて、具体的な報道関係についてどの

ように捉えているか、お知らせいただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 日里議員の御質問にお答えい

たします。 

 新聞報道等があったということの中身だと思います。 

 こちらについては、私どもも中身については詳しく承

知をしておりません。ただ、先ほど市長が答弁したとお

り、施設の今後の機能ということについては、これから

でございます。市としては、現在、固まったものがある

ということではなくて、これから協議を進めていくとい

うことで考えております。その中身については、必要性、

ニーズ、それから、資金面や事業の継続、採算性という

ことが大きな検討になると思いますけれども、現在のと

ころ、これということで新聞報道等にあったような形で

何か決まっているというようなことではございません。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 ９番日里雅至君。 

○９番（日里雅至君） 中心市街地の関係については７

月をめどに固まってくるだろうと思いますので、市民サ

イドも含めて、みんなにわかりやすく、なぜなのだとい

うところまでしっかり説明できるようにしていただけれ

ばと思います。それも、議会を含めてしっかりと周知を

していただきたいと思います。 

 次に、無頭川の関係です。 

○議長（北猛俊君） ただいまの日里雅至君の発言に対

して答弁をいただきます。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） ただいまの日里議員の再々質問

の中で、お互いにそれぞれの考え方をきちんと整理して

おかなければならない問題がありますので、ここで御答

弁させていただきたいと思います。 

 ７月の段階までにめどをつけるというのは、三番舘は

個人の所有で、市有地ではないわけです。ですから、三

番舘を持っている方との協議がきちんと調って、そして、

事業計画を立てるという段階になるわけです。ですから、

７月までに計画を立てて進めていく中で、そういう土地

問題あるいは建物の関係が成立しないと、７月でもこの

問題はなかなか解決しないということも一つ念頭に置い

て、いま、その目標に向かって努力をして、まちづくり

会社、あるいは商工会議所等を含めてやっていくという



 - 51 - 

ことであります。 

 それから、先ほど経済部長からお答えをさせていただ

きましたが、三番舘の跡地利用の中身の問題までありま

した。議員はどこからお聞きなったかわかりませんが、

正式なものについては、市のほうに具体的なお話という

のはまだはっきりお聞きしておりません。現実的な問題

として、商工会議所も市有地に現存しているわけですか

ら、これを、市が勝手にそっちへ行け、あっちへ行けと

言える問題ではございません。ですから、それらの問題

も並行しながらこれから協議をして７月をめどに事業計

画を立てていく、こういう段階であるということだけは

お答えをさせていただきたい、御理解を賜りたいと思い

ます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 ９番日里雅至君。 

○９番（日里雅至君） それでは、次に、無頭川の関係

についてお聞かせをいただきたいと思います。 

 お答えでは、前回に質問したときと同じように、平成

31年度までには難しいということでありました。 

 しかし、雨水幹線を含めての関係だと思うのですが、

周辺整備という中で、私もきのうずっと見てきたのです

が、木の枝とか草とか、それこそ伸び放題になっている

箇所がたくさんあります。少なくとも、市街地の中では、

いま、全国を見回しても、まちの真ん中に下水道がオー

プンであるというのはなかなかないことだと思っており

ます。数多くの観光客の方も見えておりますので、やは

り、そういったところにも注意を払って、クリーンな富

良野、きれいな富良野ということをうたい文句にして、

そうしたことへの手当ても少し考えてはいかがかなとい

うことで質問させていただきました。 

 その辺で、もし見解があればお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 長年の懸案の課題だと認識をし

ておりますが、現実的に、既存の状況の中で環境を整備

していくことが基本になる、このように思います。 

 一つは、今後、やる上においても、行政と住んでいる

地域の皆さん方が、やはりこれからのまちづくりなり環

境整備というのは、市だけで何でもやるという状況には

至らないと私は思います。それには、やはり住んでいる

皆さん方も、自分の住んでいる地域でありますから、環

境面についても御協力をいただく、そういう協働での状

況づくりを基本にして行うことが、いま、私たちは行政

の一つの大きな指針的なものとして持って臨むという考

え方であります。 

 そういう意味で、先ほど、この期間においては難しい

というのは、いろいろな、やはり、単独でやることにつ

いてはいつでもできますが、財源的なものというのは、

やはり、補助事業を使って国営でやるか、あるいは、道

の補助金を使ってやる問題があるのか、ないのか、こう

いったことも十分精査をしながら最終決定をしていくと。 

 もう一つは、第５次５カ年計画の後期計画を立てた中

でローリングをして変えていく問題もたくさん出てきま

すから、そういう中でどのように情勢が変わっていくか。

そういうことになれば、いま現在では先ほど答弁いたし

ました状況ですが、２年後ぐらいには変化が出てくる可

能性もあります。現在の段階では、一応、先ほど御答弁

させていただきましたとおり、考えていないということ

で理解を賜りたい、このように思います。 

○議長（北猛俊君） 続いて、御質問ございますか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 以上で、日里雅至君の質問は終了

いたしました。 

 次に、石上孝雄君の質問を行います。 

 ３番石上孝雄君。 

○３番（石上孝雄君） -登壇- 

 おはようございます。 

 通告に従い、農業振興について質問いたします。 

 近年、道内各地において、さまざまな土壌病害虫の発

生が顕著となってきております。中でも、昨年、新たに

発生した国内初のジャガイモシロシストセンチュウを初

め、各地で被害が拡大している麦なまぐさ黒穂病、ウリ

類のつる割れ病、黒点根腐れ病、トマトのかいよう病な

どの土壌に起因する難防除、病害虫が発生しております。

一度発生すると、発生した圃場だけでなく、地域全体の

農業生産に大きなダメージを与えることが予想されます。

これらの病害虫を未然に防止し、圃場への土壌病害虫の

侵入、蔓延は絶対させることのないよう、関係機関が一

丸となり、取り組まなければならないと思います。また、

受益者も同様であります。 

 本市においても、近年、土壌病害虫の発生が見られる

中、ジャガイモシストセンチュウは、平成18年の秋に市

内３カ所で確認され、平成18年11月には富良野市ジャガ

イモシストセンチュウ対策本部が設置され、本部長に能

登市長が就任して指揮をとったと伺っております。また、

各関係機関で構成された対策本部の幹事会会長には、当

時、課長だった原部長がなっていたとお聞きしておりま

す。次の年から、対策として、関係施設内出入り口の車

両の洗浄の徹底、対策地域の圃場に入る場合のプラスチ

ックブーツの着用、ミニ高圧洗浄機の携帯と万全の対策

をとっており、対策地域の圃場を所有している農家には、

富良野市、ふらの農協の助成金が入り、エンジン式の高

圧洗浄機が導入され、圃場出入り口での農業機械の洗浄

が行われておりました。 

 さて、現在、10年が経過したいま、関係機関、対策地
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域はどうでしょうか。喉元過ぎれば熱さを忘れていない

でしょうか。バレイショ生産に甚大な被害を及ぼす重要

病害虫であるジャガイモシストセンチュウ対策を徹底し、

新たなジャガイモシロシストセンチュウを入れない対策

をとっていかなければならないと考えます。 

 シストセンチュウは土壌を介して、蔓延することがわ

かっております。きょうは、消費者協会の方々も傍聴に

来ておりますが、そのジャガイモを食べてもヒトへの健

康を害することはありません。富良野市で生産されたジ

ャガイモがポテトチップスになり、雇用も生まれている

中、センチュウ対策をしっかり講ずることで、これらの

事業が継続されてくるものと考えております。 

 本年も、春からの低温、曇天、長雨と、農作物の生育

不良が見受けられ、ここ２週間ほども日照不足と低温が

続いており、まきつけ後の管理作業ができない状態にあ

り、病害虫の多発が気になるところであります。 

 そこで、土壌病害虫の侵入防止と対策の取り組みにつ

いて、３点伺います。 

 １点目は、土壌病害虫の全般に対する市の取り組み状

況についてです。 

 ２点目は、その中でも、平成18年に発生したジャガイ

モシストセンチュウの対策方針と、そのことに対するこ

れまでの取り組み状況と検証についてです。 

 ３点目は、昨年、網走で発生したジャガイモシロシス

トセンチュウに対する市の考え方と対応について、以上

３点を質問して、１回目の質問を終わります。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 石上議員の御質問にお答えいたします。 

 農業振興について、土壌病害虫の侵入防止と対策の取

り組みについてであります。 

 土壌病害は、土壌中に長期間生存する土壌病原菌や土

壌害虫が何らかの原因で増殖をし、植物の根や地下茎な

どに寄生することにより、成長を阻害し、葉や株全体を

しおれさせたり枯れさせたりする被害を発生させ、その

結果、品質や収量の低下を招くものであります。これら

の土壌病害虫が広がる仕組みは、原因となる病害虫に寄

生された植物の移動、または、農機具などに付着した土

に移動に伴って広がるほか、特定の作物を連作すること

などにより増殖していくものであります。このため、土

壌病害虫の対策といたしましては、畑に入れない、畑か

ら出さないことと、一度、侵入した畑において、増殖し

た病害虫の生育密度を下げることが基本となりますので、

関係機関・団体等と連携をしながら注意喚起を図ってま

いりました。 

 平成18年度に本市で発生を確認したジャガイモシスト

センチュウの場合は、平成18年11月に、関係機関・団体

と連携をして、富良野市ジャガイモシストセンチュウ対

策本部を設置し、北海道ジャガイモシストセンチュウ防

除対策基本方針に従いまして、侵入・拡大防止対策を進

めてまいりました。その対策の内容につきましては、平

成18年度には、発生圃場を隔離して、平成19年度には、

土を介しての病害虫の移動を防ぐため、ＪＡ、生産部会

と移動式洗車機の導入と集荷場における車両洗浄施設及

びコンテナ殺菌施設の整備を支援し、さらに、観光客な

どへの畑への侵入防止のための看板を設置してまいりま

した。 

 また、平成19年度以降は、バレイショ作付予定地全筆

の土壌検診、栽培中の植物検診を継続して実施し、監視

を徹底しているところであります。さらに、検査済みの

種子バレイショ使用の徹底、殺センチュウ剤の使用、抵

抗性品種の導入、連作の回避を指導するなど、侵入・拡

大防止対策の徹底を図ってきているところであります。 

 これらの対策の結果、平成18年度の発生以降、市内及

びＪＡふらのの管内におきましては新たな発生が確認さ

れておりません。 

 しかし、平成27年８月には道東の網走市で国内で初め

てジャガイモシロシストセンチュウの発生が確認をされ

ましたので、今後、これまで以上に注意を十分しながら、

侵入・拡大防止対策はシストセンチュウと同じでありま

すので、改めてＪＡから侵入・拡大防止対策の徹底をフ

ァクスにて周知しているところであります。 

 土壌病害の予防及び蔓延防止は、農業者自身が、ふだ

んから畑に入れない、畑から出さないための基本的な取

り組みを確実に実施することが最も重要でありますので、

市といたしましては、今後も、引き続き関係機関・団体

と連携をし、取り組みの徹底を呼びかけてまいりたい、

このように考えているところであります。 

 以上であります。 

○議長（北猛俊君） 再質問ございますか。 

 ３番石上孝雄君。 

○３番（石上孝雄君） それでは、いまほど、市長から

市内では新たな発生はないということなのですけれども、

昨年、地元のほうで市長と会うことがありまして、雑談

の中で、いまはできないのですが、本当は昔のように焼

き畑ができれば一番いいのだとありまして、私も同感で

あります。将来的にはきっと科学の力でこういうものが

なくなるのだろうなと信じてやまないのですが、10年前

に出たときには、ここの市庁舎の入り口に消石灰をまい

ておりました。いまは玄関のマットに消毒液だけですけ

れども、社会がグローバル化になって、たまにはこの駐

車場の中にも北見、網走方面の車もとまっていることが

あります。やはり、高速で移動が簡単なこういう時代に

は、もう一度、もとに返ってそういう車の対策もやって

いかなくてはいけないのではなかろうかなと思っており
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ます。 

 その辺の考え方はいかがでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 石上議員の再質問にお答えを

いたします。 

 地域外からの病害虫の持ち込みに対する対応というこ

とかなと思いますけれども、これに全般的に対応する対

策をとることについては非常に厳しい面もございます。

先ほども市長の答弁の中で、例えば、観光客とか農業者

以外の方が畑に入らないようにということで、看板を設

置する場所もございます。それから、観光面で、畑に入

らない、一歩下がって美しい景観を守りましょうという

ようなパンフレットも作成して配布しているような状況

でございますので、そちらのほうで対応を進めてまいり

たいというふうに考えてございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 ３番石上孝雄君。 

○３番（石上孝雄君） なかなか対応が難しいと言って

も、いまの時代はまずは車なのですよ。そういう車が入

ってくることが懸念されるところは、やはり、自主的に

やるのが本当だと思いますし、これは、パフォーマンス

でも何でもないのです。これをやっていかないと、将来

的にどこかでまた出てくるというような状況になってく

ると思います。 

 できる範囲内で自分の敷地内に出入りする部分でもそ

れは難しいということですか。 

○議長（北猛俊君） 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 石上議員のいまの御質問は、

自分の敷地内ということですけれども、それは私有地と

いうことでしょうか。それとも別のことでしょうか。 

○議長（北猛俊君） ３番石上孝雄君。 

○３番（石上孝雄君） ここの庁舎内の出入り口ですよ。

受益者も自主的にやっていかなければならないですけれ

ども、市の駐車場の出入り口も、消石灰なり何なり、こ

れからも新たにまいていたほうがよろしいのではないで

すか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 石上議員の御質問にお答えい

たします。 

 現在、市庁舎並びに主な公共施設には、踏み込みの消

毒液ということで、例えば市庁舎で言うと正面玄関、そ

れから、議場の前の玄関、職員玄関にそれぞれ設置させ

ていただいております。また、畜産農家の方々が敷地内

に入る場合については、消石灰をまいている状態という

ことでございます。 

 それらを含めまして、先ほどから申し上げていますと

おり、畑に入らないということがまず基本だというふう

に思ってございます。人が畑に入らなければ、その土壌

は外に出ないということでございます。あるいは、逆に

外から持ち込まないということでございますので、パン

フレットの配布とあわせて対応していきたいというふう

に考えてございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 ３番石上孝雄君。 

○３番（石上孝雄君） 確認なのですけれども、パンフ

レットの啓蒙、啓発と同様に、消石灰の散布もしていく

ということでよろしいのですか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 市役所関係の公共施設という

ことで限定してお話しさせていただければ、入り口に消

石灰をまくということは、現在のところは考えておりま

せん。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございませんか。 

 ３番石上孝雄君。 

○３番（石上孝雄君） 平行線になるかもしれませんけ

れども、これだけグローバル化社会になって、また、富

良野は観光地ですし、道内外から、また外国人がいっぱ

い来ております。レンタカーも来ておりますし。道内、

道外の車もいっぱい走ってくるような時期になってきて

おります。その中で、最低でも自分のやれる範囲内の消

毒を徹底するということは、やっぱりやらなかったら撲

滅していきません。出さない、広げないという考え方を

先ほど市長も言っていたのですから、できる範疇はやっ

たほうがいいのではないですか。 

○議長（北猛俊君） 暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前10時54分 休憩 

        午前10時55分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の石上孝雄君の質問に御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 石上議員の御質問にお答えい

たします。 

 先ほど市長から答弁をさせていただきましたとおり、

土壌病害の予防及び蔓延防止につきましては、農業者自

身が、ふだんから、畑に入れない、畑から出さないとい

うことの基本的な取り組みが確実に実施されることが最

も重要であるというふうに思ってございます。このこと

につきまして、市といたしまして、今後も関係機関・団

体と連携しながら取り組みの徹底を図ってまいりたいと

思います。 
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 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 以上で、石上孝雄君の質問は終了

いたしました。 

 ここで、10分間休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前10時56分 休憩 

        午前11時04分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 次に、佐藤秀靖君の質問を行います。 

 10番佐藤秀靖君。 

○10番（佐藤秀靖君） -登壇- 

 通告に従い、順次、質問してまいります。 

 １件目は、観光政策について伺います。 

 本市の観光振興は、昭和41年の市制施行以来、基幹産

業の農業とともに、観光のまちづくりを進め、昭和50年

の冬季国体スキー競技会の開催、そして、昭和52年から

１年ごとに10回にわたり開催されたアルペンスキーワー

ルドカップなどで知名度を上げ、昭和60年代から平成初

期のスキーブームに乗り、富良野はスキーのメッカとし

ての地位を確立しました。 

 また、夏季観光においては、昭和51年に旧国鉄のカレ

ンダーで中富良野町のラベンダー畑が紹介されたのをき

っかけに観光客がふえ始め、昭和56年から放映されたテ

レビドラマ「北の国から」が回を重ねるごとに人気を博

し、舞台となった本市に観光客が大挙して押し寄せるこ

ととなりました。こうして「北の国から・遺言」が放映

された平成14年には、観光入り込み数が過去最高の249

万人にまで達し、全国の有名観光地に富良野の名前を連

ねることとなりました。 

 しかし、時代の流れとともにレジャーの形態が大きく

変化、多様化し、全国のスキー人口は、平成５年の1,890

万人を最高に、平成19年には600万人と往年の３分の１に

激減し、本市の冬季観光入り込み数も大きく落ち込みま

した。また、テレビドラマ「北の国から」の放映終了か

ら14年が経過しようとしている現在においては、観光客

の年間入り込み数は180万人前後となり、ピーク時から約

70万人減少し、本市経済にも大きく影を落としておりま

す。 

 こうした中、平成12年、18年、25年と観光経済調査を

実施し、観光が産業として本市経済にどのような経済効

果をもたらしているかを調べ、その経年変化を捕捉して

いるところであります。そして、平成18年の観光経済調

査をもとに研究、分析を進め、平成20年、富良野市観光

振興計画を策定し、本市観光政策の指針を明確にしまし

た。現在、策定からことしで８年目を迎え、残りあと２

年という状況であります。この間、日本全体の経済や社

会環境の変化に伴い、観光業を取り巻く環境も大きく変

化し、多様化してまいりました。 

 そこで、観光振興についての１点目は、平成20年度策

定の富良野市観光振興計画について伺います。 

 観光振興計画の具体的数値目標に関し、その進捗状況

と未着手事業など目標数値に対する未達の原因と今後の

対応方針について伺います。 

 観光振興についての２点目は、市民と協働の観光のま

ちづくりについて伺います。 

 私は、15年間、旅行会社に勤務した経験を持ち、この

間、添乗員として日本各地の観光地にお客様に同行し、

お客様に旅行を勧めるに当たり、その地域の魅力を伝え

るために、地域の風土、文化、歴史など、地域の光を見

出すため、旅行の提案の前にみずから足を運び、地域の

息吹を感じ、地域の方々と会話して、お客様に観光のお

勧めをしたことがたびたびありました。 

 こうした経験から、私は、このまちはいいまちだなと

感じる観光地は、必ず、地域の住民が観光客に対して寛

容で優しく、気さくで、なおかつ、地域愛にあふれ、生

き生きと生活している地域であることに気がつきます。

私は、観光のおもてなしとは、観光事業者のみならず、

地域住民も含めて、観光客に対して寛容で優しく、気さ

くであることが大切だと考えております。そのためには、

市民の皆さんにも、観光が産業として本市の経済を支え

る重要な産業であることを御理解いただくことが重要だ

と考えます。その上で、さまざまな手段によって観光政

策についての情報提供を行い、情報を共有して、市民の

理解と協力を得ながら、市民と協働の観光まちづくりを

推進していかなければならないと考えます。 

 観光振興計画でも市民と協働のまちづくりを掲げてい

ますが、残念ながら、取り組みが不十分だと感じていま

す。市民と協働のまちづくりを推進するに当たり、市民

に対する情報提供及び市民との情報の共有のあり方など、

どのように考え、取り組んでいるか、伺います。 

 ３点目は、本年３月に策定された富良野市まち・ひと・

しごと創生人口ビジョン・総合戦略、いわゆる富良野版

総合戦略において、基本戦略の２に、「しごと」をつく

る富良野戦略の個別戦略の６、ふらの版ＤＭＯ創設によ

る観光振興とあります。このＤＭＯとは、デスティネー

ション・マーケティング・オーガニゼーションの略称で、

日本語では観光地域づくり推進組織と訳すことができ、

地域の観光マーケティング戦略をつくる司令塔となる組

織を指します。 

 観光庁では、いままでの観光政策は、行政と観光協会、

それに旅行会社や鉄道、旅館、ホテルなどの観光事業者

だけによる観光振興は限界であり、観光事業者のみなら
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ず、農業や漁業、商業や製造業などの異業種や、観光と

関係がなかった地域の各種団体や地域住民も含めた地域

づくりの総合的な推進組織として位置づけ、全国に100

カ所程度のモデル組織を設置したいとしています。 

 これらを踏まえ、ふらの版ＤＭＯの組織イメージとこ

れからの取り組みについて伺います。 

 ４点目は、山部、東山、北の峰地域の観光振興計画に

ついて伺います。 

 各地域の観光振興計画は、富良野市観光振興計画をも

とに、山部地域が平成22年から、東山地域が平成23年か

らそれぞれ10年計画で、北の峰地域においては平成25年

から５年計画でそれぞれ実施されており、各地域計画は、

今年度を含めて残り３年、４年、２年と、ともに計画の

後期に差しかかっております。 

 そこで、各地域計画の中間チェックとＰＤＣＡサイク

ルに基づく事業評価ができているかどうか、伺います。 

 また、計画推進のための経済部商工観光課及び各地域

の支所、そして地域の実施団体との役割分担がどうなっ

ているか、伺います。 

 観光政策についての２点目は、サイクリング観光につ

いて伺います。 

 現在、富良野・美瑛広域観光推進協議会で広域のサイ

クリングコースを定め、そのコース上の道路面に標識を

ペイントする作業が進められており、サイクリング観光

の推進を図っているところであります。 

 本市においても、先ほど触れた富良野版総合戦略の主

な施策の中に、（仮称）ブランド観光圏認定に向けた観

光地サインやサイクリングなどの環境整備を図るとして

います。富良野市として、サイクリング観光推進の目指

すべき方向及びハード・ソフトの両面での受け入れ体制

の進捗状況及び体制づくりにおける環境整備の課題をど

のように認識しているか、伺います。 

 次に、企業誘致について伺います。 

 日本全国ほとんどの自治体において、地方創生、地方

再生のかけ声のもと、地域経済の活性化、雇用の確保な

どにより、積極的に誘致活動を展開しています。交通網

の充実や流通システムの発達により、大都市圏から地方

都市への企業進出が盛んになり、企業誘致は自治体間競

争の様相を呈し、企業にとって有利な条件闘争に陥って

しまっているようにも見えます。 

 本市においては、企業振興促進条例による固定資産税

及び都市計画税の補助や、工場等誘致条例による固定資

産税の免除などにより、企業誘致を進めているところで

あります。しかしながら、現在、第５次総合計画前期基

本計画における推進施策評価報告書によると、企業誘致

についての成果指数の達成率は０％となっています。 

 この原因分析及び課題解決と、本年４月から企業誘致

を商工観光課から企画振興課に移管した経緯、今後の推

進方針を伺います。 

 また、企業誘致には民間の協力も欠かせないため、民

間との情報交換や協力体制の構築も重要と考えますが、

見解を伺います。 

 以上、１回目の質問といたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁を願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 佐藤議員の御質問にお答えいたします。 

 １件目の観光政策について、観光振興についてであり

ます。 

 これまで、平成20年度に策定いたしました富良野市観

光振興計画に20の具体的戦略と60の推進施策、具体的数

値目標を掲げ、市、関係機関・団体、市民が連携しなが

ら本市の観光振興の取り組みを進めてきたところであり

ます。 

 富良野市観光振興計画の数値目標の達成状況につきま

しては、観光客の宿泊延べ数につきましては、目標の70

万泊に対しまして平成27年度で75万泊、外国人観光客の

宿泊延べ数は７万泊の目標に対しまして12万泊と、前倒

しで大きく計画を上回っている一方、平成25年度の観光

経済調査の結果におきましては、宿泊客の消費単価につ

いては４万円に対して２万8,000円、日帰り客の消費単価

につきましては１万円に対して8,300円となっているとこ

ろであります。 

 現時点における主な課題といたしましては、１点目は

冬季観光の底上げ、２点目は市内の２次交通の充実、３

点目は人材育成をと考えているところであります。 

 これらの課題解決に向けて、冬季観光の底上げにつき

ましては、本年度予定しておりますスノーファンタジー

推進事業における体験イベントの範囲の拡大や、市街地

との連携により観光客の満足度の向上を図るとともに、

市内２次交通の充実に取り組んでいく必要がある、この

ように考えているところであります。また、人材育成に

つきましては、富良野・美瑛広域観光推進協議会が主催

いたしますふらの観光アカデミーや、観光関係者を対象

とした語学研修などを行っており、観光ボランティアの

拡大につなげていきたいと考えているところであります。 

 次に、市民と協働の観光まちづくりにつきましては、

東山、山部、北の峰地域におきまして、市と地域の団体

や住民の方々と協働した取り組みを進めているところで

ありますが、今後とも、市民に向けた観光の情報発信、

情報共有について充実に努めていきたいと考えておりま

す。 

 次に、ふらの版ＤＭＯについてであります。 

 現在の富良野市の観光をマネジメントする組織、いわ

ゆるＤＭＯの検討を進めているところであります。ＤＭ

Ｏの形態といたしましては、既存の団体等が連携するも
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のや、会社組織とするものなどさまざまな形態がありま

すが、富良野市に合った形を検討していきたいと考えて

いるところであります。今後、市、商工会議所、観光協

会が連携をし、ふらの版ＤＭＯを検討する組織を立ち上

げ、国内外の先進地視察を行い、情報収集していく予定

であります。 

 次に、地域観光振興計画の進捗状況と役割分担につい

てであります。 

 山部地域におきましては、修学旅行の農業体験の受け

入れや、遊々の森ウォーキング、山部＠まるごと体験村、

地域が主体となったレストランの運営など、東山地域に

おきましても、修学旅行の農業体験の受け入れや、樹海

の里フットパスのほか、直売所の出店、写真コンテスト

の実施など、北の峰地域においては、地域住民や旅館組

合、農業者が一体となって花いっぱい運動などに取り組

まれている状況であります。 

 それぞれの取り組みの役割分担につきましては、市の

関係部署、観光協会、ＮＰＯを含めた地域団体、地域住

民が連携をする中で取り組んでいる状況であり、今後も

情報を共有して連携しながら取り組みを進めてまいりま

す。 

 次に、２点目のサイクリング観光についてであります

が、現在、富良野・美瑛地域では、広域的なサイクリン

グ観光を進めており、この地域を象徴するコースを設定

し、市町村道にサイクルサインの整備を行うとともに、

パンフレットの作成、イベントによるＰＲなどに取り組

んでいるところであります。 

 富良野市におきましては、他町村と連携をし、平成22

年から実施されているグレートアース富良野ライドが本

年も６月26日に開催予定であり、約900名が参加するサイ

クリングイベントに成長しているところであります。雄

大な自然や農村景観、色とりどりの花々を楽しむことが

できるのが富良野地域のサイクリングコースの特徴であ

り、国内のサイクリストを初め、台湾を初めとする東南

アジアのサイクリング愛好家も誘客のターゲットとして

考えているところであります。 

 今後の課題といたしましては、サイクリストのニーズ

に応えるため、サイクリングコースの拡充と自転車を駐

輪するためのサイクルラックの設置、コースの案内がで

きるガイドの養成などがあり、さらに、市内の経済効果

を高める仕掛けについても検討していく必要がある、こ

のように考えているところであります。 

 次に、２件目の企業誘致について、企業誘致推進の課

題と方向性についてであります。 

 企業誘致につきましては、これまで、企業立地促進法

に基づく富良野・美瑛地域基本計画により、地域資源関

連産業、機械・金属関連産業、産業支援関連産業、観光

関連産業、環境・新エネルギー関連産業の五つの業種の

誘致を目指して今日に至りました。第５次総合計画前期

基本計画の５年間では、富良野市企業振興促進条例が適

用となる企業の参入はありませんでしたが、富良野市中

小企業振興総合補助金に基づく新規出店家賃補助事業の

利用事業者が22件、新規開業・新事業展開支援事業の利

用者が２件あり、中小及び個人の新規開業については大

きな成果があったと考えております。 

 次に、企業誘致に関する今後の取り組みについてあり

ます。 

 ４月に、担当部署を商工観光課から総合戦略全般の進

行管理を担う企画振興課に移管をし、それぞれの所管部

署の施策や制度、土地利用などの総合調整を行い、庁内

の企業誘致に向けた連絡会議や、官民協働による仮称企

業誘致促進協議会の設置を検討しております。 

 また、企業誘致には民間と連携した情報収集が重要と

考えているところであり、この６月下旬には、首都圏で

ベンチャービジネスを立ち上げている東京ふらの会の会

員や、その会員の人脈により、首都圏で活躍されている

有識者を富良野市にお招きし、地元経済団体等とともに

企業誘致に関する情報交換の場を設ける予定であります。

また、７月には、市と七つの金融機関とが、地方創生に

関する包括的地域連携協定を締結する運びとなっており

ます。締結後は、販路拡大支援やビジネスマッチングな

どの事業に取り組んでいる金融機関と積極的な情報交換

を行い、官民連携による企業誘致の推進を図ってまいり

ます。 

 以上であります。 

○議長（北猛俊君） 再質問ございますか。 

 10番佐藤秀靖君。 

○10番（佐藤秀靖君） それでは、順次、再質問させて

いただきます。 

 まず、観光振興計画についての質問でありますが、い

ま、市長からは、冬季観光、それから２次交通、人材育

成に力を入れているという御答弁がありました。私は、

観光振興計画は、観光経済調査に基づいて現状分析して、

その分析も相当しっかりなされていて、非常に完成度の

高い計画だと思っています。その中で、残念ながら、で

きていない点も結構ありまして、先ほどの市長の重点３

項目と別に、計画の中で具体的戦略の４、持続可能な観

光振興に向けての数値目標２から４、すなわち、観光認

定ガイドを100人にします、観光マイスター制度を設け、

100人の登録を目指します、観光ボランティアを100人に

しますというところがほとんど未着手事業ということに

なっています。 

 これは、観光振興計画の中の文言をかりると、持続可

能な観光振興のための施策ということでありますので、

残り２年間でこの事業をしっかりと進めていかなければ

いけないと思いますが、見解をお伺います。 
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○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 佐藤議員の再質問にお答えい

たします。 

 観光振興計画の持続可能な観光振興の項目の中で、四

つほど項目があり、観光客数調査、それから観光認定ガ

イド、観光マイスター登録、観光ボランティアというこ

との四つがございます。このうち、観光客数の調査につ

いては毎月実施をするということで、これは、実際に実

施をしております。また、観光ボランティアについては、

未実施というお話でもございましたけれども、観光ボラ

ンティアが17名、あるいは、冬期間のスキーホストは16

名がいま登録されておりまして、まだ100名には達してお

りませんが、そちらに向かっているということでござい

ます。観光認定ガイドとマイスター登録については、現

在のところ未実施ということで、これからこれをどうし

ていくかということについては、今後の検討とさせてい

ただきたいというふうに思ってございます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 10番佐藤秀靖君。 

○10番（佐藤秀靖君） それでは、市民と協働のまちづ

くりについて伺います。 

 先ほど取り上げました観光認定ガイド、それから、ボ

ランティア観光マイスター制度というところは、市民と

協働の観光のまちづくりに関連するものだと私は考えま

す。先ほど申し上げた３事業というのは、これこそ市民

の皆さんに協力をいただいて、観光を理解していただく

絶好の事業だと思っています。 

 ですから、この事業が未着手もしくは後回しになって

いるということであれば、市民と協働の観光地づくりと

いう観点が欠落していると言わざるを得ないのではない

かと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 佐藤議員の御質問にお答えい

たします。 

 市民と協働の観光のまちづくりということで、市民の

皆さんの御理解と御協力を得ることが非常に大切である

ということについては、市としてもそのように考えてご

ざいます。 

 ただ、いまお話が出ましたこちらの事業は、現在のと

ころ、どうするかということについて議論をしている段

階でございますので、いましばらく検討させていただき

たいというふうに思ってございます。 

○議長（北猛俊君） 補足答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 佐藤議員の再質問に対しまして、

いま、経済部長のほうから基本的な進め方についてお答

えを申し上げたわけでありますけれども、市民と協働の

観光のまちづくりの中で、私は、もう一歩突っ込んで市

民も一緒になった中で、観光客が来た場合に、その接待、

接遇の関係をもっと強化することが、ガイドを養成する

よりも、富良野のまちに対する来た人の状況というもの

は非常に大きいわけですね。私たちも、視察などに行き

ますと、市民の方々の応対一つでこのまちの観光の状況、

人柄、協働のまちづくりというのが実態的にわかって、

議員の皆さん方も感じていると思うのですよ。 

 ですから、いま御質問があったことは、当然、できな

い部分はこれからやっていかなければなりませんし、努

力目標としてもそれに近づけていく努力をしますけれど

も、私は、その一方、やはり、市民の迎え入れるという

状況づくりをやることが市民協働のまちづくりではなか

ろうか、このようにも感じますので、そのことを含めて

検討してまいりたい、このように思います。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 10番佐藤秀靖君。 

○10番（佐藤秀靖君） いま、市長から御答弁いただい

た件については、ごもっともというふうに思います。 

 しかしながら、市民が観光客をもてなす意味を理解し

ていただいているかどうかだと思うのです。例えば、先

ほど申し上げたように、昔は、10年前は、15年前は、観

光客は呼ばなくてもわんさか来た時代もありました。い

まは観光客の皆さんに来ていただかなければいけない時

代です。なぜなら、地域の経済に影響が大きいという部

分であります。市民がなぜ観光客に対しておもてなしを

しなければいけないのかということの情報伝達、情報の

提供というものが、私は、手薄なんだろうなというふう

に思っているのです。例えば、先ほど挙げました観光経

済調査を平成12年、18年、25年でやっていますけれども、

この中で、観光客が来て、直接、お土産を買って飲食を

するに当たり、その原材料を調達する等々の地域の経済

波及効果が、平成12年で471億円、平成18年で569億円、

平成25年で429億円ということになっています。要するに、

先ほど申し上げた平成14年の249万人、観光客が一番来た

年よりも前の状況に戻っている。それがいまの富良野の

経済が低迷している一つの要因だということも言えるの

だと私は思っています。 

 そういうことだとか、それから、では、観光客が来て

もうかっているのは観光事業者だけでしょうという声も

私はよく聞くのです。当然、直接的にもうかっているの

は観光事業者ですけれども、観光客が来て、飲食をして、

消費活動をして、そこで、地域にお金が回って、雇用が

発生して、税収が上がって、公共サービスが保たれると

いう側面もあるということで、めぐりめぐってくれば自

分たちのためにもなるというようなところ、それから、



 - 58 - 

例えば、宿泊観光客では、いま推計で１泊２万9,800円と

いう宿泊単価が出ています。つまり、宿泊観光客を40人

ふやせば市民１人ふえたのと同じだけの経済波及効果が

あるというような数字も出ています。 

 だから、観光客を誘致するために観光に力を入れてい

ますというような情報提供が先なのではないか、そうし

ないと、何で私たちが観光客に対しておもてなしをしな

ければいけないのかということがわからないのではない

かというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 佐藤議員の御質問にお答えい

たします。 

 市民への情報提供ということだと思います。 

 過去、富良野の観光で、たくさん観光客が訪れていた

だいたときにも、市民の方々の多くは、富良野には余り

いいところがないよとか、おいしいお店はないよという

ようなことをおっしゃっていた方が多かったというふう

に私は認識しております。ただ、現在は、おいしいとこ

ろと言えば、こういうところがあります、あるいは、こ

ういうところに行ったらいいですよということで、市民

の方々の意識も大分変わってきているのかなというのが

私の実感であります。 

 また、経済効果という点では、数字的なものでござい

ますので、消費単価が変動いたします。それに合わせて

入り込みの数が変わることによって、その掛け算という

ことで、いま佐藤議員がお話しになった数字というふう

な理解がございます。そして、観光関係の方だけしか利

益がないということについては、過去に比べれば、私は、

市民の方々の認識は変わって、富良野全体に影響がある

というふうな認識を持っていると思っております。ただ、

市民の皆さんに対する情報の提供、情報の共有がまだ足

りないということにつきましては、今後いろいろな手法

を使って市民の皆さんに観光についての情報を提供する

工夫をしてまいりたいというふうに考えてございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 10番佐藤秀靖君。 

○10番（佐藤秀靖君） それでは、次に移って、ふらの

版ＤＭＯの組織イメージについて伺います。 

 私も、ＤＭＯについては、インターネットで見たり、

本を読んだり、私なりにさまざまに研究しているところ

でありますが、何せ、これは新しい概念ということであ

りまして、このＤＭＯがこういう組織だというかちっと

したものがまだないというふうに認識しています。 

 その中で、この富良野でこれをやっていくということ

であれば、試行錯誤、相当時間をかけなければいけない

ということになると思うのです。いま、これから検討と

いう段階だと、もちろんそう思うのですが、これは、一

番重要なのは地域としての合意形成を、どうやってコン

センサスをとっていくかということ、この組織をつくっ

て人・物・金をどうやって集めていくのか、実質的にこ

こが司令塔になり得る組織をつくれるのかどうなのか、

それを地域で支えていく、そして、それを運営していく、

人材をどう確保をしていくのか等々、問題は物すごく多

くあると思っています。そのためには、しっかりと時間

をかけて地域で議論をしていくということが必要になっ

てくると思います。 

 ただ、総合戦略の中で書かれていますけれども、総合

戦略では、ことしから５年間ということでＤＭＯを創設

するという形で書いてありますが、５年後にこれをつく

るのか、もしくは、もっと前倒しでできるのか。これは、

現時点では何とも言えないと思うのです。私は、先ほど

の観光振興計画が平成２９年度で終わりですから、３０

年３月末で終わりますから、なるべくだったら、この２

年間、ことし、来年あたりでこのＤＭＯのイメージをは

っきりさせて次のステップに行くのが望ましいのではな

いかなと思いますが、いかがでしょうか 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 佐藤議員の御質問にお答えい

たします。 

 ふらの版ＤＭＯの今後の取り組みということだと思っ

てございます。 

 いま議員の御指摘のとおり、ＤＭＯについては、確た

るもの、どこに持っていってもこれで間違いないですよ

という形の組織についてはなかなかないというふうに私

どもも思ってございます。そういうことでありますので、

今回、道の助成事業も含めながら、海外、それから国内

の先進地と言われるところに行って、そこのいい面、問

題点を確認してきたいというふうに思ってございます。 

 どちらにいたしましても、いままでのような取り組み

ではなくて、明確な観光のコンセプトを立ち上げて、そ

の戦略のもとに着実に実施していくというような調整機

能、先ほどマーケティングというお話がございましたけ

れども、マネジメントという要素がかなり強くなってく

るのかなというふうに思ってございます。 

 時期につきましては、この視察等を通じてある程度の

考え方を整理して、また、協議を進めていきたい、お尻

を決めるということよりも、まず、その調査をして、た

たき台を、富良野にはこんなものが合うのではないかと

いうようなことを検討していきたいというふうに考えて

ございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 10番佐藤秀靖君。 

○10番（佐藤秀靖君） それでは、サイクリング観光に

ついて伺います。 
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 先ほど、市長のほうから、富良野地域でのサイクリン

グ観光において、富良野の特性を生かしてさまざまな取

り組みをしていく、ハード・ソフト面で充実をさせてい

くという御答弁をいただきました。 

 このサイクリング観光は、サイクリングブーム、健康

ブームで、日本全国、各地でいまさまざまな大会、取り

組みがなされています。道内においても、サイクル・ツ

ーリズム北海道推進連絡会というものがあって、富良野、

美瑛もそれに加入して、情報発信しているところなので

すが、この富良野、広域ではなくて富良野市としてのス

タンスを伺いたいのです。各地域、全国でもそれぞれ自

転車サイクリング観光に取り組んでいますが、富良野市

として他地域と比べて、ここは絶対に負けないぜという

ようなキラーコンテンツがないと、どこに行っても一緒

ではないかということにもなり得るのではないかという

ふうに思うのですね。 

 そこら辺は、ハード面、ソフト面も含めてですけれど

も、２年前、平成26年12月の定例議会で渋谷議員が同じ

質問をしています。富良野の強みについて、それは市民

が身近に感じるサイクリング観光であるのではないかと

いう質問もしています。このときに、当時の商工観光室

長は、全くそのとおりであるという認識を示されていま

す。 

 私は、このサイクリング観光をするに当たっては、や

はり、先ほどと同じように、市民の皆さんがサイクリン

グ観光にどのような興味を持って、関心を持って見てい

ただいているかというところが大きなポイントになって

くるのではないかと思います。要するに、自転車をやる

方は、車と違って、通行に地元の人たちとの接点が結構

多いのですね。そういうところをどうお考えになるか、

伺います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 佐藤議員の御質問にお答えい

たします。 

 サイクリング観光、富良野の特徴ということだと思い

ます。 

 先ほど市長が答弁いたしましたとおり、雄大な自然景

観、田園景観については、これはほかの地域にまさると

いうふうにまず思ってございます。 

 それと、いまお話のあったとおり、スピード的に、あ

るいは距離感として、地域の皆さんと非常に近い状態で

の観光になり得るということでございますので、食、富

良野の農産物だとか、そういう食についてもう少し接点

を持てるような形にできないかなというふうに考えてい

るところであります。 

 どちらにいたしましても、いま、市民の皆さんの中で、

サイクリング、自転車をやられている方の割合がふえて

まいりました。そういうことで、先ほどお話をしたとお

り、コース案内できるような人が拠点、拠点でまたふえ

ていけば、サイクリング観光の進展にもつながるものだ

というふうに考えているところでございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 以上で、佐藤秀靖君の質問は終了

いたしました。 

 ここで、午後１時まで休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時46分 休憩 

        午後１時00分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 午前中に引き続き、会議を開きま

す。 

 次に、広瀬寛人君の質問を行います。 

 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） -登壇- 

 さきの通告に従い、順次、質問をいたします。 

 最初に、労働力確保対策、支援の視点からお話をさせ

ていただきます。 

 今月６月１日より、大学生の就職活動が解禁されまし

た。10年ほど前までの就職氷河期と言われた時代がうそ

のように超売り手市場となり、まさにバブル期同様に、

解禁日には既に内定が出ている実態が報道されておりま

す。人口減少問題がクローズアップされて久しいですが、

特に、職場では新規採用が思うように進まず技術の継承

がなされない、新たな事業展開ができない、さらには、

人の手配ができないために受注を受けられない、入札そ

のものを控えざるを得ない状況となってまいりました。

大手企業の熾烈な採用競争の余波が、全国の中小企業へ、

そして、地方都市の地場企業、中小零細企業に大きな影

響を与えております。 

 このような労働市場にさらに追い打ちをかけているの

が、全国一斉に取り組みが始まった地方創生の各地域の

施策であります。地域の人口を減らさないため、特に生

産年齢人口を確保するために、あらゆる分野で自治体が

労働力を確保すべく取り組んでおります。首都圏にある

自治体では、保育所不足の原因である保育士不足を解消

するために、家賃の２分の１を県が、そして４分の１を

市が負担して、都会で割高と言われている住居費負担を

大幅に軽減して若者の就職を誘導する取り組みが行われ

ております。 

 北海道においても、各自治体の特性に鑑みた施策が打

ち出されております。経済学の分野で指摘される基本的

な戦略では、同じ土俵に立てない競争相手と正面から戦

ってはいけないという原則があります。例えて言うなら、

同じ規模で同じ賃金水準の企業が人を採用しようとする
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とき、生活をする地域の魅力や生活するコストが重要と

なってきます。いま、全国の生活コストを分析して、労

働市場を研究する取り組みが進んでおります。首都圏で

は、賃金水準が高いものの、家賃も高く、可処分所得が

地方に比べて賃金水準の差額ほど多いとは言えない実態

が指摘されています。 

 バブル崩壊後の失われた20年と言われる時代に育った

若年労働者は、高度成長期を経験した世代、バブル期を

経験した世代と違った価値観を持ち、経済活動の判断基

準が変わってきていると指摘されています。ワーク・ラ

イフ・バランスの重要性が声高に叫ばれておりますが、

若者の意識調査では、みずからの時間や空間を非常に大

切にする傾向が顕著となっております。そのことに気づ

き、企業のみならず、自治体としても、いろいろな施策

を講じ始めております。地域外から地元の企業に就労し

ようとする方への支援として、引っ越し経費の助成や敷

金、礼金等の補助、家賃に対する補助、企業が社員寮や

社宅を建設する際の助成金や固定資産税の軽減とさまざ

まな角度から取り組まれております。富良野市内の事業

所、さらには経営者から聞こえてくる声は、圧倒的に人

手不足であります。その裏づけが富良野市内の有効求人

倍率の高どまりにあります。 

 そこで、労働力確保の視点から、住宅政策について５

点お伺いいたします。 

 地方創生施策による各自治体が行っている住宅支援策

の現状をどのように捉え、分析をされているのか。 

 ２点目は、市内事業所の労働力確保状況や労働力が確

保できていない原因分析などを把握されているのか。 

 ３点目は、市内事業所へ就労を希望する方への住居確

保の重要性をどのように認識されているのか。 

 ４点目は、市内事業所に就労を希望される方への住宅

確保に関する支援策の考え方はどのようなものなのか。 

 ５点目は、季節偏差の大きい観光事業等の就労者の住

宅確保支援策の考え方についてお伺いをします。 

 次に、新規就労者をふやすための施策について伺いま

す。 

 地元の高校を卒業して、市内事業所で就労を希望する

方、大学や専門学校等で富良野を離れた方が戻ってくる

Ｕターンや、もともと富良野出身でない方が富良野で就

労先を見つけようとするＩターンなど、さまざまな立場

の方がいらっしゃいます。農業の担い手不足に対する政

策と同様に、商工業に対する担い手不足を支援する視点

が必要な時代となってきていると考えます。 

 そこで、５点お伺いします。 

 市内事業所の賃金水準、福利厚生制度、業務内容の実

態調査と分析作業の取り組みはどのようになっているの

でしょうか。 

 次に、市内の事業継承に対する支援策の考え方につい

てお伺いします。 

 次に、地元の中学生や高校生の就業観をどのように醸

成し、Ｕターンを促す施策を検討されているのか。 

 海外からの観光客増加とともに、ワーキングホリデー

の支援策で労働力確保支援が考えられますが、どのよう

な認識と整備の考え方があるか、お伺いします。 

 長期の外国人労働者の受け入れ体制についての整備の

考え方はお持ちなのか、お伺いいたします。 

 次に、富良野市内にある潜在労働力、つまり、女性や

高齢者の労働力活用支援策について伺います。 

 労働基本法の改正により、60歳の定年から65歳への延

長や、60歳定年後の再雇用制度など、年金支給年齢の引

き上げにも関連して、高齢者の労働力が質と量の両面か

ら注目されています。また、女性の就労支援としての環

境整備も重要となっております。女性の就労率と出生率

には相関性があり、北陸地方の女性の就労率の高さと出

生率の高さ、貯蓄率の高さは以前からも指摘されており、

大いに参考とすべき要素を含んでおります。また、30代

後半から40代、50代の世代が直面する育児支援と介護の

ための離職を防止する取り組みが重要と言われておりま

す。貴重で質の高い労働力が育児や介護で失われないよ

うに、保育制度や、介護保険制度が整えられております

が、現状はまだそのニーズを全て受け入れられる状況と

はなっておりません。 

 そこで、３点お伺いします。 

 高齢者の就労支援に対する考え方はどのような状況に

なっているのか。 

 女性の就労支援策の現状と課題分析をどのように捉え

られているのか。 

 育児支援と、介護離職防止の現状把握と課題の分析は

どのようになっているのか、お伺いします。 

 ２項目めとして、医師確保対策についてお伺いします。 

 私がいまさら地方の医師不足について現況を語るまで

もなく、地域医療の危機的状況は多くの報道で認識され

ております。富良野圏域の２次医療を担うセンター病院

として、富良野協会病院の医師不足が顕著となり、出張

医師の対応などで何とか診療科目の削減を免れておりま

すが、医療収支の悪化や、受診する患者さんが毎回違っ

た医師に診療していただく不安や不便さなど、多くの支

障が生じております。 

 医療は、社会インフラの中でも重要度の非常に高い分

野であり、医療環境整備の可否が地域の盛衰を左右する

と言っても過言ではありません。地方創生の各施策が着

手されようとしていますが、医療分野では医師確保によ

る医療体制の維持が喫緊の課題と言えます。出生率1.8

を目標とする富良野市において、周産期医療体制の充実

は必須条件でありますが、現実には大変厳しい状況にあ

ると思います。 
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 そこで、３点伺います。 

 産科の現状分析と今後の見通しはどうなっているのか。 

 出生率と周産期医療体制の相関性をどのように捉えら

れているのか。 

 採算性が大変厳しいと言われる周産期医療の収支をど

のように支援していくのか、お考えをお聞かせください。 

 次に、医療収支と医師確保の相関性をどのように認識

して支援手法をどう構築していくのか、そのお考えにつ

いて伺います。 

 具体的に、２点質問をいたします。 

 センター病院の診療科数と医師の充足率はどのように

なっているのか。 

 常勤医と派遣医師の割合が医療収支にどのような影響

を与えていると分析されているのか。 

 センター病院としての役割を担う自治体病院ではない

医療機関に対して、行政として、どのようなスタンスで

臨み、支援策を構築するのか、お考えをお聞かせくださ

い。 

 以上で、１回目の質問といたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁を願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 広瀬議員の御質問にお答えいたします。 

 １件目の住宅施策についての１点目、各自治体の住宅

支援策の分析についてであります。 

 昨年、建設水道部におきまして住宅政策係を設置して

以来、富良野市内の空き家対策とあわせて、総合戦略に

ある移住、定住の促進、まちなか居住の推進に向けた民

間賃貸住宅への誘導支援策の検討に当たり、道内各自治

体の住宅支援策等について調査を進めてきたところであ

ります。今後は、経済部を初め、関係部署との連携を図

り、富良野らしい住宅政策を実現するために、分析を進

めてまいりたいと考えているところであります。 

 次に、企業の労働力の確保状況についてであります。 

 昨年９月に富良野商工会議所が実施しました平成28年

度新規学卒者採用アンケート調査において、従業員が不

足していると回答したのは111事業所のうち34事業所であ

りましたが、平成28年４月の富良野市内の就職者は26事

業所、38名という状況であり、労働力の確保ができてい

ない企業が見られるとともに、ハローワーク富良野の４

月の有効求人倍率は1.19と高い数値であることから、企

業における人材確保は依然厳しい状況であると考えてお

ります。 

 企業が人材を確保できない理由につきましては、求職

者と企業が求める人材のミスマッチ、賃金や福利厚生、

労働条件などが主な原因であると考えております。 

 次に、就労における住居の確保及びその支援策につい

てでありますが、労働力の確保におきましては、住居の

確保、家賃も重要な課題となっております。さらに、観

光事業などの短期就労者の住居につきましても、短期間

の住宅の確保やコスト面などの理由により、難しい状況

であるとお聞きをしているところであります。 

 このような状況の中、本年度、市内企業に向けた福利

厚生面での実態調査を商工会議所、商工会と連携して行

い、施策の検討をしてまいります。 

 次に、２点目の新規就労者をふやす施策についてであ

ります。 

 現在、市内の企業において人材の確保が難しくなって

いる状況であり、これに対応するため、新規就労者をふ

やす取り組みは重要であると考えております。本年度、

商工会議所、商工会と連携して、市内企業の賃金の水準、

福利厚生制度、業務内容等の実態調査を行い、分析作業

を行う中から就労につながる支援策の検討をしてまいり

ます。 

 次に、事業承継に対する支援策についてであります。 

 平成23年度の富良野市商圏商業動向調査におきまし

て、事業承継の見込みがあると回答した経営者は27.6％、

事業承継したいが後継者がいないが10.6％、事業承継は

考えていないが31.7％、わからないが30.1％という結果

となっており、商店数が大幅に減少するおそれもあり、

第三者を含めた事業承継の取り組みが必要であると考え

ております。 

 平成27年度の中小企業振興促進審議会におきまして、

事業承継に向けた支援策について、商店街、商工会議所

や商工会、市が連携し、モデルケースの立ち上げ、支援

策を検討してはどうかとの議論がなされているところで

ありますので、今後、中小企業振興促進審議会の中で検

討を進めたいと考えております。 

 次に、地元中学生、高校生の就労観、Ｕターンを促す

施策の検討についてであります。 

 平成27年度よりウエブサイト「フラノ・ジョブ・スタ

イル」を立ち上げ、インタビュー形式で市内の企業を紹

介し、若者たちにわかりやすく情報提供する取り組みを

進めております。本年度につきましては、掲載企業数の

拡大や求人情報の掲載、スマートフォンでも見ることが

できるアプリケーションの開発も進めており、若者の就

労につなげていきたいと考えているところであります。 

 また、富良野小学校、富良野西中学校、富良野緑峰高

校の３校が連携をし、小中高一貫ふるさとキャリア教育

推進事業に取り組み、ふるさとに心が向く教育を進めて

いるところであり、今後の地元就職につながるものと期

待をしているところであります。 

 次に、外国人労働者の受け入れ施策についてでありま

す。 

 現在、市内におきましても、外国人による労働力確保

に取り組む企業がふえてきている状況であり、その状況
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は、複数年の雇用やワーキングホリデーによるものなど、

さまざまであると認識をしております。 

 これらの受け入れの対応につきましては、各企業の連

携により対応している状況であり、当面は民間による対

応を考えているところであります。 

 次に、３点目の潜在労働力の活用支援策についてであ

ります。 

 労働力が不足している現在、高齢者の就労がその対応

策の一つとして考えられますが、高齢者の就労における

課題は、求人の年齢と労働者の年齢が合わない、希望す

る職種、内容の仕事がない、賃金、給料が希望と合わな

い、技術や技能が求人要件に合わないことにあると認識

をしております。今後、市内の事業者が労働力を確保す

るに当たって、高齢者の雇用の実態把握に努めてまいり

ます。 

 次に、女性の就労支援策の現状と課題分析についてで

あります。 

 平成25年度に開催しましたふらの就職応援フェアにお

いて、再就職を希望する女性を対象とした仕事と子育て

の両立、再就職に当たっての心構えのセミナーを実施す

るとともに、平成26年度には、緊急雇用創出事業を活用

し、介護人材を育成するなど、女性求職者の掘り起こし

に努めてきたところであります。 

 女性の就労における課題は、結婚や出産、子育てや介

護などが主なものであると考えており、一度離職し、家

庭を持った女性の再就職は厳しい状況があり、仕事を離

れた期間や就業時間の制約などから非正規雇用に偏る現

状があると認識をしております。 

 次に、育児支援と介護離職防止の現状と課題について

であります。 

 各事業所において、育児や介護にかかわる労働者の労

働時間や支援措置を目的とした育児・介護休業法が整備

されている状況であります。しかし、支援制度が整備さ

れている事業所は少ない状況であり、依然として仕事と

家庭の両立は厳しい現状であると認識をしております。 

 仕事と育児の両立における課題は、各事業所の子育て

を支援する制度の導入を初め、働き続けることができる

勤務時間の設定や、両立するための職員の雰囲気も挙げ

られると考えております。また、仕事と介護の両立にお

ける課題につきましても、各事業所の介護を支援する制

度の導入を初め、金銭的な課題や介護施設の充実や人材

確保などが挙げられると考えております。 

 次に、２件目の医師確保対策についての１点目、周産

期医療の支援についてであります。 

 地域センター病院である富良野協会病院においては、

産婦人科の常勤医師２名体制によって安定した診療体制

が維持されてきました。しかし、本年４月からは常勤医

師が１名となりましたが、北海道大学医学部産婦人科等

が設立した一般社団法人ＷＩＮＤと旭川厚生病院から出

張医の派遣を受け、分娩のできる診療体制が維持された

ところであります。 

 今後の見通しでありますが、去る６月８日に、北海道

とＷＩＮＤとの間で、北海道における地域分娩体制維持

に関する協定が締結され、本協定における支援先医療機

関の一つに富良野協会病院が指定されたことから、この

協定に基づき、地域センター病院への支援が行われ、今

後とも分娩のできる診療体制が維持されていくものと認

識をしております。 

 次に、出生率と周産期医療体制の相関性についてであ

ります。 

 私といたしましては、まち・ひと・しごと創生総合戦

略において、人口の将来展望に掲げた合計特殊出生率目

標1.8につきましては、若い人の働く場となる安定した雇

用を創出し、結婚、出産へと結びつくことによって達成

されるものであり、周産期医療体制は出生率を引き上げ

る直接の要因ではないものと認識をいたしているところ

であります。 

 また、周産期医療体制の確保は、子供を出産する方に

とりまして、医療機関が身近にある安心感や利便性、経

済的負担などからも重要であり、子供を安心して産み育

てることのできる環境は、若い方たちの定住を促す大き

な魅力になるものとも考えております。 

 次に、周産期医療に対する支援についてであります。 

 地域において安心して出産のできる周産期医療体制を

確保するためには、地域で継続して診療を行う常勤医師

と、24時間の分娩受け入れ体制の確保や、常勤医師の負

担軽減を図る上からも、出張医を確保することが必要で

あります。そのため、圏域５市町村が連携をし、地域セ

ンター病院における周産期医療体制の維持に必要な支援

を検討するとともに、医科大学、北海道等に対し、医師

の確保に向けて要請をしてまいります。 

 次に、２点目の医療収支と医師確保の相関性について

であります。 

 地域センター病院であります富良野協会病院では、本

年４月現在、診療科が14科開設されており、内科、循環

器内科、消化器内科、小児科、外科、整形外科、産婦人

科、泌尿器科の８科には常勤医師はおりますが、眼科、

皮膚科、耳鼻咽喉科などの６科では非常勤医師のみによ

る診療体制となっており、全診療科のうち４割が非常勤

医師により維持をされているところであります。また、

医師数では、常勤医師が減少し、20人となる一方で、非

常勤医師は増加し、常勤換算で11.7人に増加し、非常勤

医師への依存が高まっているところであります。 

 このため、地域センター病院の医療収支では、地域セ

ンター病院の経営努力により平成23年度から黒字決算を

維持しておりましたが、残念ながら、平成26年度からは、
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人件費負担の大きい非常勤医師の増加などにより、医療

収支が悪化をし、赤字決算になったと報告を受けている

ところであります。また、非常勤医師の診療による市民

への影響としては、担当医師が受診のたびにかわり、か

かりつけ医師でないことから、診察時間も延び、待ち時

間の増加要因にもなっていると認識をしているところで

あります。 

 これらの状況を踏まえ、将来に向け、市におきまして

は、平成25年度より、地域センター病院に対し、医師確

保対策のための助成を行い、また、平成26年度には、旭

川医科大学と医師養成確保に関する連携協定を締結し、

同大学の医学生を対象とした医師養成確保修学資金貸付

制度を創設、対象者１名が医師免許を取得し、本年度、

地域センター病院に研修医として勤務をしているところ

であります。 

 今後、常勤医師の確保が必要であり、圏域町村、富良

野医師会など関係団体と連携をしながら、北海道社会事

業協会本部を初め、医科大学や北海道等に対し、医師確

保に向けて強く要請してまいります。 

 また、２次救急医療の運営費のため、圏域５市町村で

助成を行っているところでありますが、これまでと同様

に、圏域５市町村と連携をして地域センター病院に対す

る支援について検討をしてまいります。 

 以上であります。 

○議長（北猛俊君） 再質問ございますか。 

 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） それでは、順次、再質問させて

いただきます。 

 住宅政策の一つ目として、各自治体の住宅支援策の把

握、そして分析がなされているかという問いに対しまし

ては、住宅政策係が新しく設置されたところで、調査済

みである、今後分析をしたいという答弁をいただきまし

た。 

 私自身も、新聞報道だとかウエブでいろいろな住宅等

に関する施策の概略はつかめておりますが、実際の詳細

についてはなかなかつかめていませんし、また、商工会

議所や商工会もこのことについては取り組みを進めてい

るので、こういった調査済みのデータについては非常に

参考になると考えますが、調査済みデータについては開

示いただけると考えてよろしいのでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 建設水道部長吉田育夫君。 

○建設水道部長（吉田育夫君） 広瀬議員の御質問にお

答えいたします。 

 現在、調査をしたのみであって、まだ分析は進んでお

りません。 

 各自治体はさまざまな支援策を行っている最中でござ

いますので、こういったものについて、全市町村という

わけにはいきませんけれども、富良野市に合った施策が

あれば、必要に応じては当該市町村に具体的に問い合わ

せを行って、もう少し調査結果をまとめた上で公表して

まいりたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） 再度、質問します。 

 調査済みであって分析をしていないと市長が答弁をさ

れました。調査済みの現データを開示できるかどうかに

ついてお伺いします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 建設水道部長吉田育夫君。 

○建設水道部長（吉田育夫君） 現段階は、まだウエブ

等のまとまった資料だけでございまして、調査済みと言

っても、恐らくは商工会議所等の調査と同じレベルであ

るというふうに考えております。我々のほうでもうちょ

っと具体に整理をした上で、公開をさせていただきたい

というふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） といいますと、生データはある

ということですので、どれくらいのスケジュール感で調

査済みのデータが開示になるのでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 建設水道部長吉田育夫君。 

○建設水道部長（吉田育夫君） それについては、まだ

ちょっと担当課と詰めてまいりますので、今後検討をさ

せていただきたいというか、もう少々お時間をいただき

たいということで、具体的な日程については御答弁を差

し控えさせていただきたいというふうに思いますので、

御理解をいただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） それでは、なるべくいい調査結

果というか、データが出ることを期待いたしまして、次

に移りたいと思います。 

 昨日の宇治議員との質問と重複する部分があるので、

そこは重複を避けて、特に答弁をいただいた市内の事業

所等の今後の労働条件等に関する分析結果を待ちますが、

集積されたものの中から出てくる施策が大変に重要とな

るというふうに思っています。 

 そこで、きのうの答弁の内容に関してさらに進んだ質

問ですが、その実態調査についてはどんなスケジュール

感で行われるのか、お聞きしたいと思っています。 

 といいますのは、要は、例えば今年度の中で整理が終

わるにしても、新年度、平成29年度予算に反映させられ

るような時期に、データ収集、そして分析が可能となっ

て施策に盛り込まれるようなタイミングなのか、それと

も、もう全然間に合わなくて、少なくとも30年度くらい
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に反映させられるようなタイムスケジュールなのか、そ

のあたりのことについてお伺いします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 福利厚生等を含めた企業への

実態調査ということで、現段階では事務的な項目等を含

めて商工会議所等と協議を進めておりまして、今後それ

をまとめて企業のほうに調査をかけ、それを収集、分析

いたしますので、なるべく早い段階で整理したいという

ふうに思っておりますけれども、平成29年度の予算への

反映については少し厳しいものがあるのかなというふう

なスケジュール感を持ってございます。 

○議長（北猛俊君） 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） 後段の新規就労の部分の商工会

議所の実態調査について、恐らく、私自身は一つの調査

の中でできるのかな、あえてわざわざ二つを分けて別々

に立てる必要はないのかなというふうに思っていますが、

そのような理解でよろしいかどうか、確認をさせていた

だきます。 

○議長（北猛俊君） 御答弁を願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 広瀬議員の御質問にお答えい

たします。 

 労働力の確保ということで、新規就労ということも含

めて、何度も分けたり、あるいは、会議所と市が別々な

調査をすることのないように、なるべくトータルで統一

した形の調査をかけたいというふうに思ってございます。 

○議長（北猛俊君） 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） 続いて、季節偏差の大きい事業

所、従事者に対する対応施設ということでお伺いをさせ

ていただきます。 

 現時点では、観光事業を中心として季節偏差が非常に

大きい労働者に対応するいわゆるアパートやマンスリー

マンション等がなかなかない富良野市においては難しい

と分析をしているという答弁をいただきました。実態は、

本当にそのとおりだというふうに思います。 

 私は、富良野市が農業体験者施設を麻町のほうに持っ

ておりますが、やはり、これも、富良野市の基幹産業で

ある農業と観光の中で、農業の部分の労働力確保にとっ

てこの施設があるということは非常に意義深いし、大き

な役割を果たしているというふうに考えております。私

自身は、いま富良野市が持っている農業体験者施設と同

じように、商工観光業者の就労者も利用できるような施

設があると、本当に季節偏差に対応した部分の労働力確

保に大きな貢献になるというふうに考えておりますが、

官民で知恵を出し合ってそういったものを考えていくよ

うなお考えがあるかどうか、お伺いします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 広瀬議員から農業体験者滞在

施設のお話が出てまいりましたけれども、この施設の設

置目的につきましては、滞在型農業体験を通じて農業へ

の理解を促すことにより、農業の振興や農業担い手の育

成、都市生活者との交流の促進などを図るということで

ございます。結果として農作業ヘルパーとして働いてい

ただいているということはございますけれども、この寮

の設置目的としては以上のとおりでございます。 

 また、観光も含めて、そちらの施設につきましては、

今後、民間事業者の皆さん等の意向も踏まえながら、ど

ういう形で進めるのがいいのかということについて協議

をしてまいりたいというふうに思ってございます。 

○議長（北猛俊君） 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） それでは、事業承継支援策に移

りたいと思います。 

 事業承継支援策の答弁といたしましては、平成23年の

調査結果に基づいた中で、もしくは、中小企業振興促進

審議会等を活用していきたいということで答弁をいただ

きましたが、いま、少なくとも上川管内では、平成27年

度段階で事業承継についての支援策が取りまとめられて

いると私は把握をしておりますが、そういった内容につ

いて、富良野市のほうとしては認識をされているのでし

ょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） お答えをいたします。 

 上川管内で事業承継に関する支援を行っている自治体

ということでございますが、私どもの調べの中では、道

のほうから平成27年度に10の市町村が支援策を持ってい

るという資料をいただいております。 

 なお、このデータでは、市については旭川市のみ、あ

とは町村ということでございます。 

○議長（北猛俊君） 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） 部長がいま答弁されている部分

は、恐らく、上川総合振興局で発行した上川管内版の事

業継承のリーフレットのことだというふうに思いますが、

私自身もそれを目にして、非常によくまとまっておりま

すし、支援の施策の方法、考え方についても大いに参考

になると思います。 

 ただ、これは財源が必要なので、隣町がやっているか

らすぐに富良野市でやったらいいなどと、そんな単純な

話にはならないと思いますが、少なくともこういう考え

方で支援をしている町村があることについては、富良野

市内の経済団体も含めて情報を共有して、事業承継につ

いての確率が高まるような施策を官民ともに考える必要

があると思います。 

 そのあたりの情報を共有するという作業は現段階では
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できていないと思いますが、お考えをお聞かせください。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 広瀬議員の御質問にお答えい

たします。 

 事業承継について、管内のほかの自治体でやっている

ことに関してまとまったものが一定程度ありますので、

これについては、まず、関係団体に情報を提供させてい

ただきたいと思ってございます。 

 また、富良野市といたしましても、事業承継という言

葉は使っておりませんけれども、現行の中小企業の振興

総合補助金の中でもそれに準ずる助成支援策ということ

もございますので、こちらの活用、あるいは、今後の中

身の検討も念頭に入れておきたいというふうに思ってご

ざいます。 

○議長（北猛俊君） 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） 富良野市内の中小企業振興策に

ついては、毎年、リーフレットも改訂され、商工会議所

会員にも配られて、また、富良野市の広報にも折り込み

で全戸配付されておりますので、私は、データ、情報と

しては行き渡っているというふうに思いますから、当然、

それは活用していただければいいと思います。ただ、ふ

だん、意識的に情報をとりに行かなければ入らない情報

については、商工観光課を中心として、経済団体もしく

は事業所にいろいろなアイデアが届くようにすることが

肝要かというふうに思います。 

 いま、あえてそのことにも取り組む方向で考えるとい

う御答弁をいただきましたので、それはそれとしてとい

うことで、後段の部分は、いま、もうやっていただいて

いるとおりで問題ないかと思います。 

 次に、ワーキングホリデー、もしくは、外国人の年間

就労も含めてということで、再質問をさせていただきま

す。 

 ワーキングホリデーについては、過日の北海道新聞の

１面で、札幌市内の商業施設、デパートやドラックスト

アを中心に、こういった方々の力をかりて接客のレベル

を上げているという報道もされております。また、道内

の近隣でいくと、占冠も含めて、海外のお客様が多い宿

泊施設でも、このようなワーキングホリデー等を活用し

てサービスのレベルアップを図っているし、労働者確保

にも努めているというふうに私も理解をしております。 

 ここで一番問題なのは、ワーキングホリデーのビザを

取る際の作業、それから、ビザを取得するための期間、

きちんとすぐに住まえる場所、この辺はなかなか難しい

ものがあって、ワーキングホリデーをとるということも

含めて、富良野市内の事業所の中では、無理とは言いま

せんけれども、かなりハードルが高いものになっており

ます。そこで、こういったところは、例えば観光協会と

富良野市が手を組んで一つのルーチンワークをつくり上

げて支援をすることが効率化を図ることというふうに私

は考えますが、見解をお伺いします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 広瀬議員の御質問にお答えい

たします。 

 現在、日本においては、単純労働者の海外からの受け

入れはしないというもとで、五つほどの分野に分かれて

働いていただける方がおります。いわゆる専門的・技術

的分野の方、あるいは、日系定住者・永住者というよう

なことでの身分に基づいて在留が認められる方、それか

ら、技能実習と言って、最長３年間、研修という目的で

農業、建設業、食品加工業等の74職種、133分野が対象と

なっている皆さん、それから、いまお話しになったワー

キングホリデー、あるいは、留学生のアルバイトという

ことで、それぞれ海外からの方を雇用できるようになっ

ております。 

 そういう中で、ワーキングホリデーにつきましては、

現在のところ、富良野周辺では、民間の方々が中心とな

ってワーキングホリデー互助会というグループをつくっ

て情報を共有されているというようなお話も聞いてござ

います。ただ、現在のところ、住宅の関係だとかビザの

関係などについて、行政的に何か取りまとめることにつ

いては考えていない状況でございます。 

○議長（北猛俊君） 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） いま、部長のほうから、現時点

では考えていないという答弁をいただきました。 

 しかし、先日、法務省は、2015年におけるいわゆる不

法就労外国人の強制退去に関するデータを発表しており

ますが、御存じでしょうか。農業従事者が1,744名で、３

年前の３倍になって、全体の21.9％にふえており、特に、

東京から近い茨城、千葉で多くふえているというデータ

を発表いたしました。この中で、トップを抜いてという

のは、以前のトップは建設業だったのですが、建設業は、

その数年前から労働者不足ということもありました。 

 あくまでも、民間企業、事業所が雇う民間の労働条件

というか、雇用の中に官が入らないということは、大原

則として理解いたします。しかし、地域としてこの問題

に全く手をつけずにいることについては、私は、そのよ

うな考え方ではこれからの国際化の時代にかなり難しい

のではないかというふうに考えております。先日、占冠

村長さんとお話をさせていただいたときに、私は、ニセ

コ、倶知安地区で海外の労働者がふえている中で、御子

息、御令嬢たちの学校に対する支援策に関して情報を持

っていたら教えてほしいということで声をかけられまし

た。実際にそういった形でどんどんふえてくると、いろ

いろな諸問題が出てまいります。 
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 ですから、全くお手伝いをしないということでばつっ

と切ってしまうのではなくて、どういった必要性があっ

て、その中で官がお手伝いできることはあるのか、民に

振るべきものは何なのか、そのあたりのことをきちんと

考えていく作業が必要ではないかと思いますが、見解を

お伺いします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 広瀬議員の御質問にお答えい

たします。 

 外国人労働者の雇用に向けて、先ほど申し上げた分野

ごとといいますか、グループごとにそれぞれ対応も変わ

ってくると思います。そのことも含めまして、今後、行

政的に何ができるのかということについては研究をして

いきたいというふうに思ってございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） それでは次に、潜在労働力のほ

うに移りたいというふうに思います。 

 まず、女性の就労が難しいことについて、いろいろな

分析の中で、結婚、出産等を経た後に正規で職場復帰を

するのはなかなか難しいと分析されているというお話を

伺いました。１点は、まず私自身が富良野市内でよく耳

にするのは、いわゆる103万円、130万円という雇用保険、

社会保険等の部分が一つのハードルになってと、これは

市のレベルではなくて、国のレベルですが、そういった

ことがあります。それからもう一点は、労働衛生法で、

一定の人数の女性をふやすと、その職場内での労働環境

を整えなければならない、こういったことも事業所にと

ってはハードルになっていることがあって、多方面で女

性の就労をふやすための支援策があるというふうに思い

ます。国の支援策の中では、産休をとった方を復職させ

るために、その復職に対して事業所に資金面での支援制

度があったりします。私自身も実際にそういったものの

活用をやっていて、とてもいい制度ではあるというふう

に思いますが、富良野市内の事業所ではなかなかハード

ルが高いというふうに思っています。 

 そういった中で、富良野市内の事業所のレベルがクリ

アできるような形で、女性が産休をとって職場に復帰す

ることへの支援策みたいなものの構築が必要と考えます

が、見解をお伺いします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 広瀬議員の御質問にお答えい

たします。 

 女性の就労、職場復帰の関係ということでございます。 

 現状は厳しいということで、市長から答弁をさせてい

ただきました。そのハードルを下げるために何か支援と

いうことだと思いますけれども、まず、一つ言えるのは、

富良野市内におきましても、業種によっては、女性の就

労、職場復帰といいますか、就労率が高い職種と低い職

種があるというふうに認識をしております。そして、ま

ず、事業所がそういう女性を雇用する意思を持てるかど

うかということと、そこを支援するだけの制度なり負担

をするかということについては、非常に微妙な問題があ

るのかなということがございます。 

 これらにつきましても、今後の企業への実態調査の中

で、もし触れられるのであれば考えていきたいというふ

うに考えてございます。 

○議長（北猛俊君） 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） いま、部長からの答弁で、実態

調査の中身も含めて考えてみたいという答弁をいただき

ました。 

 ぜひお願いしたいのは、次の質問の育児支援のところ

と重複をするのですが、現在、富良野市の事業所におい

て、いわゆる働く女性の方が乳児、幼児等を抱えられて

いる中、事業所内に託児を設置して、パートを含めて女

性が就労しやすい施設をつくっている事業所が何件か見

受けられております。そこの事業所のオーナーの方とお

話しすると、やはり、採用に当たってはこういう施設を

きちんと設けていることが採用に非常に大きな決定力を

持っているということで、コストはかかるし、大変なリ

スクも抱えるけれども、やったことによって、一定人数

のパートを確保できたという感想を述べられております。 

 それができる事業所が全てであればいいのですけれど

も、そうではない事業所も含めて、パートも含めて、育

児に携わっている年齢層が、就業しやすいような何らか

の労働環境整備をできるためのデータ分析が必要かと思

いますので、ぜひ、そのあたりは入れていただきたいな

と思っております。 

 次に、医療について、周産期のほうに移りたいと思い

ます。 

 昨日の天日議員への答弁もありますので、重複する部

分は割愛してお伺いをいたします。 

 ＷＩＮＤとの提携ができまして、いわゆる厚生病院、

それからＷＩＮＤからの支援をいただけるということで

新聞報道もありました。大変喜ばしいことだと思ってい

ます。 

 ５施設の中に選ばれたということで、もともとの一般

社団法人ＷＩＮＤというのは、いわゆる周産期の産婦人

科の現場の先生と、それから、先生の卵を育てるために、

平成20年に北大の医局の機構改革によって別法人として

できたものだというふうに理解をしております。ですの

で、今回の旭川厚生病院とＷＩＮＤの流れの中で、富良

野のセンター病院である協会病院への支援をいただくと

発表いただいておりますが、その役割分担というのはど



 - 67 - 

のように理解をしたらよろしいのか、お知らせをいただ

きたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長鎌田忠男君。 

○保健福祉部長（鎌田忠男君） 広瀬議員の再質問にお

答えいたします。 

 このたびの協会病院におけるＷＩＮＤと旭川厚生病院

の支援のあり方でございますけれども、この支援につき

ましては、いま、常勤医が１名体制になったということ

で、出張医の派遣をしっかりとしていただくことを確認

しているところでございます。具体的には、火曜日の午

後から水曜日の朝まで、旭川厚生病院から出張医に来て

いただく、また、金曜日の夕方から日曜日の夕方まで、

ＷＩＮＤと旭川厚生病院の中で出張医に来ていただいて、

24時間体制の医療環境をつくるような形での診療体制を

確立させていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） １点、確認をさせていただきま

すが、ＷＩＮＤは、２年間の初期研修、それから後段の

３年間の産婦人科研修、これを終えると、初めて産婦人

科の専門医の受験資格ができるということで、それを支

援するのがもともとの仕組みだというふうに理解をして

おります。いま御答弁をいただいた中では、金曜の部分

については、旭川厚生病院の先生と、ＷＩＮＤのほうで

言うと後段の３年間の研修医さんがおいでになるという

イメージなのか、その詳細をお知らせいただきたいと思

います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長鎌田忠男君。 

○保健福祉部長（鎌田忠男君） 広瀬議員の再質問にお

答えいたします。 

 ＷＩＮＤの役割としては、人材育成ということで研修

医を含めて育成を行っている部分がありますが、今回の

協会病院への派遣については、その研修を終えた医師が、

地域の医療のため、診療するための派遣ということで進

めているところでございます。ＷＩＮＤ自体の目的とし

ては、医師を派遣していきながら地域医療を守ること、

それから、当然、北海道大学の産婦人科の医局が中心と

なって行っておりますので、そこで新しいお医者さんの

研修をしていくという取り組みをしている状況でござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問ございますか。 

 16番広瀬寛人君。 

○16番（広瀬寛人君） 最後に、医療収支の部分につい

て再質問をさせていただきます。 

 センター病院は、富良野市立病院ではなく、自前の自

治体病院ではないので、どこまで経営に関する情報を共

有できるかということでは、一定の制限があろうかとい

うふうに思います。その中で、先ほどの診療科目にもご

ざいましたが、診療科目によっては収支バランスが非常

に厳しいもの、そして、厳しくないとは言いませんが、

ある程度とりやすい科目があろうかと思います。まず、

そのあたりの診療科目による医療収支、それから、現行

で常勤医でいる方、それから、科目によっては出張医で

も常勤医でも大きな医療変化がない科目があるのか、つ

まり、その頻度とか患者数の部分です。それから、常に

内科医等をフル回転して、常勤医のほうが圧倒的に収支

が合いやすい等、こうした医療分析の情報交換について

はどのようになっているのか、お知らせをいただきたい

と思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長鎌田忠男君。 

○保健福祉部長（鎌田忠男君） 広瀬議員の再々質問に

お答えいたします。 

 医療収支につきましては、地域センター病院の運営協

議会の中では、病院単体の全体的な収支の部分で御報告

をいただいているところでございます。各診療科目の収

支というのは、具体的なところまではまだ整理がついて

おりませんが、やはり、不採算性部門という部分の考え

方もございますので、そちらについては、今後、協会病

院の中で分析等も進めていただきながら、必要なところ

は検討の部分になってくるかと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 以上で、広瀬寛人君の質問は終了

いたしました。 

 ここで、10分間休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午後１時59分 休憩 

        午後２時07分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 次に、岡野孝則君の質問を行います。 

 ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） -登壇- 

 通告に従い、順に質問いたしてまいります。 

 最初に、防災対策についてであります。 

 本年４月、熊本大地震において被害に遭われた方々に

対し、心からお見舞い申し上げます。 

 熊本県においても、このたびの函館地震も、比較的地

震の少ない地域と言われていただけに、災害の恐怖を目

の当たりにしました。私たちの住んでいる富良野は、災
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害の少ない地域であるということを地域の皆様方が言葉

にすることがよく聞かれます。しかし、災害は、熊本の

ように、いつ、やってくるかわかりません。この富良野

地域も、大雨の災害では北海道が指定する土砂災害警戒

危険区域であり、地震災害においても活断層帯で震度６

弱が想定されていて、万が一、これらが襲ってきたとき、

いち早く住民に周知し、被害を最小限に食いとめるため

に、ふだんから安全・安心の心がけが必要と思われます。 

 日本国内においてさまざまな災害がありますが、災害

が起きたとき、その後の検証作業において必ずと言って

いいほど出てくる課題の一つに、住民にいち早く知らせ

る対策があります。自助、共助、公助とある中で、自分

の身の安全は自分で守るが基本であります。富良野市に

おいても、安全・安心メール加入促進、地域防災組織結

成など、さまざまな対策に取り組み、洪水ハザードマッ

プ、防災ガイドマップなど広く住民に広報誌として周知

されていることなど、理解するところであります。 

 中でも、活断層の周知、大雨などによる土砂災害警戒

危険区域の周知、災害を予知したとき、災害が起きたと

きの周知、伝達など、行政として、住民の身の安全のた

め、災害が起きてしまった場合、最小限に食いとめるた

め、住民に対していち早い情報提供が必要であることか

ら、４点質問いたします。 

 １点目は、富良野地域の活断層についてであります。 

 生涯学習センターで、また、富良野市防災ガイドマッ

プでも周知されておりますが、富良野地域の都市圏活断

層帯は何カ所あるのか、また、最大震度６弱と想定され

ておりますが、市内においてどの程度被害が出てくるの

か、お知らせを願います。 

 ２点目は、平成26年10月時点において自主防災組織が

37ありましたが、その後、結成された組織数と、実践的

防災及び避難訓練の拡充状況はどのようになっているの

か。 

 ３点目は、災害予知時及び災害発生時において、住民

に対していち早く知らせる方法に関する現在の状況につ

いてです。 

 ４点目は、ラジオふらのは、住民に対する情報提供の

有効な手段であり、現在、難聴地区数は何地区あるのか、

また、活用に向けた進捗状況について伺います。 

 次に、質問の２件目は、虹いろ保育所について伺いま

す。 

 近年、就労形態の多様化など、社会の変化に応じてさ

まざまな保育サービスが実施されてきております。また、

従来から保育サービスの中心であった保育所の需要も、

女性の社会進出などによる共働き世帯の増加とともに高

まり、保育所の定員や入所児童数は年々増加傾向にあり

ます。しかし、平成21年ごろより、日本全体の待機児童

数は２年連続の増加となってきており、受け入れ枠のさ

らなる拡充が必要となってきている現状であります。子

供の健やかな育成に社会全体で取り組むため、保育サー

ビスの量的拡充とともに、保育サービス全体の充実を図

ることが求められてきております。 

 そうした中、本市において、昨年、市内に２カ所ある

認可保育所を再編し、乳幼児保育の拡充や保育時間の延

長など、さまざまな事業に取り組んでおります。認可保

育所再編に関し、広く多くの市民の皆様の御意見をいた

だき、昨年６月に開所されたところであります。今後、

富良野市のさらなる保育所推進に向け、３点について質

問いたします。 

 １点目は、昨年開所し、１年経過いたしました。再編

して現在の場所に移転した中で、どのような利点があり、

どのような課題があったのか。 

 駐車場３台についてどのように捉えているのか。 

 また、子育て支援及び保育所再編の観点から多くの市

民の皆様の御意見をいただいた中、保育所内に相談窓口

の設置の考えはないのか、伺います。 

 ２点目は、設立計画において、３世代交流の推進とあ

りましたが、保育所に入所されている方々、保護者の方々、

地区内施設を利用されている方々の意識はどのように変

化してきているのか。 

 また、当地区に建設された地域住民の理解度について

も伺います。 

 ３点目は、今後も、利用しやすい保育施設として、さ

らなる幼児保育向上のため、検証作業が必要と思います

が、その見解について伺います。 

 次に、質問の３件目は、学校における危機管理体制に

ついて質問いたします。 

 学校は、幼児、児童生徒及び教職員が安心して学び、

教える場として、安全な場所でなければなりません。事

件・事故や災害は、いつ、どこで、誰に起こり得るかを

予想することが困難な場合があります。しかし、適切な

対策をとることによって、危機的状況の発生を防止した

り、発生時の被害を最小限に食いとめることも可能であ

ります。不審者侵入や地震、感染症、食中毒に対する適

切かつ確実な危機管理体制を確立しておくことが、全て

の学校において重要であると思います。 

 平成26年の総務文教委員会での事務調査、学校の危機

管理マニュアル整備状況において、全ての学校の危機管

理マニュアルを把握し、学校間での実技訓練など、課題

について全ての学校が共有することが重要であると報告

をいたしております。 

 学校における防災対策及び危機管理体制について、２

点質問いたします。 

 １点目は、学校内における防犯訓練及び災害発生時を

想定した避難器具を含めた実技訓練など、総務文教委員

会事務調査報告後の実態はどのようになっているのか。 
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 ２点目は、訓練を実施され、見えてきた課題への対処

はどのようにされているのか、また、課題に対して学校

間で共有されているのか、質問いたします。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 岡野議員の御質問にお答えをいたします。 

 １件目の防災対策について、地震及び大雨等による災

害に対する未然防止と周知状況についてであります。 

 最初に、本市における活断層の状況でありますが、平

成18年１月、国の地震調査研究推進本部により主要活断

層帯が公表されました。富良野地域におきましては、大

きく、富良野活断層帯西部及び富良野活断層帯東部が確

認をされております。西部には５本、東部には３本の断

層があり、それぞれ震度６弱の地震が、西部にあっては

平均活動間隔が4,000年、東部にあっては9,000年から２

万2,000年程度で、活断層の周囲で２メートルの段差やた

わみが生じる可能性があるとされており、両断層を比較

すれば確率、被害予測ともに富良野断層帯西部が高くな

っております。 

 市民周知は、平成26年９月に全戸配付いたしました防

災ガイドマップの富良野市の地震の危険、また、市ホー

ムページの揺れやすさマップの掲載、国土地理院の都市

圏断層図のリンクなどにより図っておりますが、今後も

出前講座、防災講演会で周知に努めてまいります。 

 次に、自主防災組織の組織数及び防災と避難訓練の状

況についてであります。 

 平成28年６月現在、自主防災組織は42の組織であり、

特に、山部、東山地域においては全地域で組織され、全

世帯が加入されているところであります。避難訓練等に

つきましては、平成27年度は、避難訓練を３回、防災出

前講座を３回開催しており、今年度は、現時点で西町第

３町内会において出前講座を開催しており、今後も積極

的に地域に働きかけてまいります。 

 次に、災害発生時における情報の伝達手段についてで

あります。 

 連合会長、町内会長への電話連絡、広報車巡回のほか、

ラジオふらの、安全・安心メール、エリアメールで対応

しており、今後も情報伝達手段の多様化、重層化に努め

てまいります。 

 次に、ラジオの難聴地区は、布礼別、麓郷などの東部

地区、山部地区、東山地区などでありますが、本市が全

国市長会を通じて要請しておりました中継局設置のため

の周波数の割り当てにつきましては、平成28年５月31日、

電波法関係審査基準の改正により規制が緩和をされ、無

線による中継が可能となりましたので、今後も可聴エリ

ア拡大に取り組んでまいります。 

 次に、２件目の虹いろ保育所を開設しての利点と課題

及び検証についてであります。 

 旧中央保育所と旧麻町保育所の再編・統合により新施

設となった虹いろ保育所の利点といたしましては、子供

の成長や集団生活に適した開放感のある保育室や遊戯室、

トイレの配置、遊具の導入、園庭などで児童が伸び伸び

と生活をし、生活習慣を身につける保育が行われ、また、

散歩では、季節により変化するまち並みや商店に目を向

けながら会話を楽しみ、地域の方や観光客と声を交わす

ことで感性が育まれるなど、子供たちの成長や発達を促

す保育環境が大きく向上したところであります。さらに、

子育て支援では、乳児定員の拡大や、保育時間の延長に

より、子育てと仕事の両立ができる環境の拡充も図られ

たところであります。 

 また、課題でありました駐車場の利用につきましては、

施設玄関前に３台の専用駐車場を確保し、送迎における

児童の安全に対する注意喚起を行うとともに、保育所行

事においては、市役所などの周辺駐車場の利用など、保

護者の協力をいただきながら問題もなく対応していると

ころであります。 

 次に、子育ての相談窓口につきましては、現状は、保

育所では入所児童、保護者からの相談に対応しておりま

すが、家庭内で子育てをしている親子等への相談支援は

保健センター内の子育て支援センターにおいて実施して

いることから、保育所内に相談窓口を設置する予定は現

在考えていないところであります。 

 次に、３世代交流につきましては、隣接の高齢者住宅

に入居する高齢者の方々の保育所への招待や、高齢者の

集いの場や老人介護施設への訪問により、高齢者と触れ

合うことにより児童が高齢の方々に優しく声をかけるな

ど、子供の成長、発達においてさまざまな人間関係を体

得するよい機会となっております。また、地域の方々と

の交流では、園庭で活動中の子供たちに声をかけてくだ

さる地域の方々もおり、子供たちの遊び声に対する騒音

としての苦情などもなく、地域住民の理解のもとに保育

所運営が行われており、今後は、地域の方々に保育所行

事の案内を行い、地域に身近な保育所を目指してまいり

ます。 

 次に、利用しやすい保育施設としての幼児保育の向上

におきましては、これまでも、感染症対策マニュアルな

どの作成や不審者侵入に対する実地訓練の実施など、安

全で質の高い保育に向け、職員が連携をして取り組んで

まいりました。また、現在は、園児、保護者にとってよ

りよい保育が行われるように、保育に対する保育士の自

己評価や、その評価をもとにした保育所の全体評価に取

り組んでいるところであります。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、御答弁願います。 
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 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） -登壇- 

 岡野議員の御質問にお答えいたします。 

 学校における危機管理体制について、危機管理の現状

と課題についてであります。 

 市内小・中学校全ての学校で、火災時における避難訓

練を初め、地震発生を想定した避難訓練を実施しており、

学校によっては消火器を使用した消火訓練も行っており

ます。また、僻地校においては、吹雪などを想定した集

団下校訓練も実施しているところであります。さらに、

主に市街地の小学校を中心に、不審者・外部侵入者対策

として、富良野警察署に協力いただいて防犯訓練を実施

しているところであります。 

 次に、避難器具であります救助袋、緩降機につきまし

ては、消防法及び消防法施行令に基づいて設置している

ところであり、毎年２回、消防法に基づき、消防設備士

による点検を行っているところでありますが、避難器具

を実際に使用しての訓練につきましては、設置している

学校の３分の１となっております。 

 避難器具を使用した避難訓練を設置全学校で行ってい

ない主な要因といたしましては、児童生徒を引率しての

集団的避難には階段による避難が最も迅速で有効である

ため、校舎の両サイドに設置されている階段を使用した

避難訓練を最優先に取り入れているためであります。 

 教育委員会といたしましては、今後も、各学校に対し、

災害時対応として多岐にわたる避難訓練の実施について

引き続き指導を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、訓練を実施しての課題と対処方法、学校間の共

有についてでございます。 

 各学校で実施しております避難訓練では、児童生徒に、

押さない、走らない、しゃべらない、戻らないを指導徹

底し、実施しているところであります。 

 課題につきましては、教員等が教室にいない時間帯で

の災害発生、保健室で静養中の児童生徒の対応、避難訓

練の年中行事化による児童生徒の緊張感の欠如、冬期間

における避難訓練の必要性、電話やまちｃｏｍｉメール

がつながらない保護者への連絡方法などが課題として挙

げられております。 

 課題への対処といたしましては、訓練の反復や避難誘

導体制の再構築などにより対応を図るとともに、冬期間

や休み時間中を想定した訓練につきましては、本年度に

実施予定の学校もございます。各学校で出された課題に

つきましては、校長会、教頭会において提案、協議しな

がら、対応方法の共有を図り、改善されてきているとこ

ろであり、また、施設関係に起因する課題につきまして

は、教育委員会が対応、改善に努めているところであり

ます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 再質問ございますか。 

 ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） それでは、順次、質問をしてい

きたいと思います。 

 最初に、富良野市の活断層の関係で質問させていただ

きました。 

 西部地区５本、東部地区３本で８本あり、その中で確

率の高いのが西部地区ということで答弁をいただきまし

た。その中で、4,000年に一度ということなのですが、で

は、いつからの4,000年かというのは自分もわからなくて、

やはり、災害というのはいつ起こるかわからないという

ふうに思います。 

 そこで、先ほど、自分の１回目の質問において、今回

の函館にしても、熊本にしても、自分たちのところは余

り地震がないのだという中での今回の地震だったのです

ね。ただ、震度６弱という地震を想定した中において、

平成21年ですか、洪水ハザードマップなどいろいろな災

害の心得として、震度６弱の地震が起きた場合、直下型

の地震が起きた場合、この中にいろいろな数字が含まれ

ているのですが、今回の答弁においては災害がどの程度

発生するのかというのがなかったわけです。 

 そのことについては、平成21年と同様に考えていいの

か、その点をお尋ねいたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長若杉勝博君。 

○総務部長（若杉勝博君） 岡野議員の再質問にお答え

いたします。 

 まず、被害想定という質問の内容かと思います。 

 被害想定としましては、地震に関しましては、国の研

究推進本部から発表された活断層型で震度６弱というも

のを想定しまして、いまお持ちの資料に載っているとお

り、木造住宅においては、最大2,534棟、最小787棟と幅

がございます。死傷者数は、最大1,627人、最小は1,253

人というこの数字は変わってはおりません。 

 今回の前段にありました地震の確率、何千年に一度云々

というお話で、比較をすれば西部が高いという答弁をさ

せていただきましたけれども、その発生確率もこの研究

所から公表されておりまして、30年に一度起こる確率が、

西のほうで０％から0.03％、東で０％から0.01％となっ

ております。そして、今回起こりました九州熊本の日奈

久断層では30年に一度という確率で０％から６％という

ことで発表されておりまして、これを富良野と比較した

場合、富良野は、東部においてはその600分の１、あるい

は、高いと言われる西でいけば200分の１の確率というこ

とでございます。 

 そして、北海道の断層帯は、ついせんだってありまし

た函館にもありますし、富良野を含めてありますが、三

つのランクづけがされておりまして、北海道内で一番起
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きやすい、発生確率が高いとされているのがサロベツ、

黒松内の二つの断層であります。富良野については、一

番下のランクで、先ほど言った０％から0.01％、あるい

は０％から0.03％です。そして、震度も、今回の函館で

６ということで、大体、発表された想定の数値が出てお

ります。富良野でいけば、たしか東日本大震災のときに

富良野は震度３だったと思うのですが、プレート型は、

昨日答弁したように防災計画では震度４という形で規定

をしておりますので、その範囲内におさまっています。 

 私がこうお答えをさせていただくのは、おっしゃると

おり、本当に災害はいつ起こるかわかりませんけれども、

余りむやみに住民に不安感を与えるのもよろしくないと

思います。そうしたことにおきましても、いま、岡野議

員がおっしゃるように、住民が、富良野に活断層がある、

そして、土砂災害地域がここにあるという認識を持って

いただくことが一番の予防のスタートになると思ってい

ますので、今後についても周知に努めてまいりたいと思

っています。 

○議長（北猛俊君） ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） いま、るる説明をいただきまし

た。 

 総務部長のほうから、活断層が８カ所という説明をい

ただいたのですが、富良野市防災ガイドマップというの

が平成26年にまた出ていますね。この中では、富良野市

の地震の危険ということで、震度６弱の場合、どこが揺

れるというのはこの図面では非常にわかりづらいのです

よ。いま、住民の皆さん方の不安をあおる云々というの

は、全くそのとおりかもわかりません。ただ、土砂災害

警戒危険区域については北海道が指定するもので４カ所

もありますし、そして、地震についても、活断層が８カ

所あるのですから、そういうことは広く住民の皆さん方

にお知らせすべきです。不安をあおるだとかそういうこ

とではなくて、富良野にもこういうことで活断層がある

のですよ、ですから、市民の皆さん方もふだんからそれ

なりの備えをよろしくお願いしますと、いま、周知と言

ったけれども、やはり、８カ所あるということを皆さん

方にお知らせすることが必要なのかなという気がするの

ですが、その点、どう思われますか 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長若杉勝博君。 

○総務部長（若杉勝博君） 再質問にお答えをいたしま

す。 

 私どもも、全く、岡野議員がおっしゃるように思って

おりますので、今後についても、防災ガイドマップ、あ

るいは出前講座、そして、このマップは確かに小さくて

半ページぐらいのものですから、これをわかりやすい形

で説明しながら、こういう場所も含め、地震の起こり得

る場所、それから土砂災害ということについて周知に努

めてまいりたいと思っています。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） そのことについては、ぜひ周知

が必要であると私は思います。 

 そこで、自主防災組織なのですが、平成26年の総務文

教委員会のときには37組織がありました。いまの市長か

らの答弁では42ということで、自分も、やはり地域の皆

さん方の関心が高くなってきているのかなという気がい

たします。 

 ただ、その中において、いま、山部地域、東山地域に

ついては、全戸が入っているとおっしゃっておりました。

この42の自主防災組織について、富良野市の人口は２万

3,000人ということですが、その中で加入率というのはど

の程度になっているのか、お知らせいただきたいと思い

ます。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長若杉勝博君。 

○総務部長（若杉勝博君） 岡野議員の再質問にお答え

をいたします。 

 結成されている自主防災組織について、人口というこ

とではなく、世帯ということでお答えをさせていただき

たいと思っております。 

 世帯数は毎月変わりますが、私どもが押さえている平

成27年の42組織になった段階では１万1,000世帯ほどであ

りました。そして、48％となっています。その世帯の中

には、実際には世帯分離をされていたり、いろいろな状

況があると思いますので、本当にきっちりとした48％で

はないと思っていますけれども、おおむね50％弱が自主

防災組織に網羅されているというふうに捉えております。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） 平成26年から見ると、世帯数の

割合は上がっているなということで、大変喜ばしい話だ

なというふうに自分も思います。 

 ただ、その中で、やはり自主防災組織というのはふだ

んの備えが必要だということで、やはり、これが全地域

にできることが望ましいのかなと。そのために、行政と

しても、出前講座とか、そういうことを開催していると

いうことだと思います。 

 そこで、昨日の黒岩議員の質問の中で、防災グッズと

いうものの皆さん方への周知についても、自主防災組織

への出前講座、そういうところで皆さん方にお知らせし

て理解をしていただくという市長からの答弁がありまし

たね。しかし、いまはまだ50％の住民の皆さん方が自主

防災組織を結成されていない実態でありますから、そう

なったときに、自分としては、そういう自主防災組織の

会場ではなくして、やはり、市民の皆さん方に、ああ、
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こういう防災グッズがあるのかとわかるように、富良野

市の市役所のロビーにでもその防災グッズを置いてはど

うかと。災害があった本州のいろいろな自治体に行くと、

ロビーにしっかり置いてあるのですよ。ですから、富良

野市のロビーにも防災グッズを置くことが肝要ではない

かなと思うのですが、その点についてお答えいただきた

いと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長若杉勝博君。 

○総務部長（若杉勝博君） 自主防災組織50％弱という

ことで、望ましい姿は本当に100％になることであります

から、今後についても、組織化に向けた支援ということ

で、こちらのテーマについても３月に佐藤議員からいた

だいたところであります。組織化のためには、やはり地

域のコミュニティーの力が一番ですし、その中でも、や

はりリーダーシップをとる方が必要です。ただ、それを

待っていても進まないとすれば、私どもも、地域に積極

的に声かけをしながら、組織化に向けたお手伝いをして

いきたいと思っています。 

 また、後段にありました防災グッズの関係です。 

 私どもは、食料品等については備蓄をしておりません。

住民の皆様には、少なくとも発災後３日間の水あるいは

食料については、備蓄というか、備えをお願いしますと

いうことで、昨日のお答えでもそのような啓発をしてま

いりたいと申し上げております。 

 そして、防災グッズ、資器材の常設展示ということで

すが、これは、過去にも御質問があったと思いますけれ

ども、本庁舎が狭隘という部分もございますので、常設

ということはなかなか難しいと思っております。 

 いずれにしても、防災の日とか、いろいろな記念の関

係もありますし、防災訓練のときはもとより、防災講演

会、あるいは出前講座の中でも、防災グッズを持ち込み、

住民の方に、転倒防止器具などの使い方とか、こういう

器具もあるといったことで啓発をしております。そうい

ったことで、今後も、市民の家庭での備えについて、そ

うした機会を通じて啓発をしてまいりたいと思っていま

す。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） 防災グッズというものについて

は、いままでも広報ふらのの中でも掲載していることは

自分も理解をいたしております。やはり、今後、住民の

皆さん方が、ああ、こんなものがあるのかというように、

皆さん方へのさらなる周知というのは行政として必要な

のかなと思います。ただ、自分の身は自分で守るという

のは、やはり基本中の基本なのだと思います。 

 次に、情報伝達、周知ということに関して質問させて

いただきたいと思います。 

 先ほどの市長答弁において、万が一、被害が検知され

る、そうなることが予想された場合、被害が起きた場合

については、連合会長、町内会長、自主防災組織代表に

電話連絡、広報車巡回ということで御答弁をいただきま

した。これは、平成26年の総務文教委員会のときにも報

告をいただいたということですね。 

 ただ、これはこれで安全・安心メールも入っておりま

すけれども、例えば、万が一、災害が起きた場合に、い

まの答弁では、連合町内会長、町内会長にこういうこと

で大変な災害が起きる可能性がありますよ、起きました

よと、行政のほうからそういう電話連絡があると思うの

ですが、そうした場合に、末端までこの話が行くのにど

の程度の時間がかかるのか、そういうことを想定したこ

とがあるのですか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長若杉勝博君。 

○総務部長（若杉勝博君） 岡野議員の再質問にお答え

いたします。 

 いま、情報伝達手段の一つとしての固定電話あるいは

携帯電話での連絡ですが、これは、相当な時間がかかる

と思います。ただ、例えば地震であれば、いま、緊急地

震速報とかテレビ、携帯電話がやかましいほど鳴ります

ので、行政の情報よりもそちらのほうが間違いなく速報

性があります。 

 実際に私どもでも経験した町内会長、連合会長への伝

達ということでは、10月の大雪のとき、麓郷、東山地区

が孤立した状況がございました。あのときに、私どもで

持っていた情報というのは連合会長、町内会長の固定電

話だったのですね。それで、なかなかつながらない部分

がございました。その後、携帯電話も同意を得てお伺い

していますが、その携帯電話、固定電話というのが特に

有効なのは雨による被害の場合です。雨の場合は、注意

報、それから警報、そして浸水、土砂災害と出ますから、

時間的余裕とは言いませんが、時間的経過の中で避難準

備、避難勧告、避難指示というふうになっていきますの

で、その降雨の状況を見ながらの情報伝達が可能だと思

っています。 

 ですから、災害の中で特に地震の部分については、お

っしゃる電話というのはいまは余り有効ではないと考え

ております。 

○議長（北猛俊君） ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） 伝達方法として、いま、総務部

長は、末端までとなったときは相当時間がかかるだろう

というような答弁でしたね。ただ、昼間であれば皆さん

方は携帯電話を持ったりしていますから、そういうこと

でいいのですよ。 

 しかし、問題は、皆さんが寝静まった夜中の午前零時、

１時、２時ぐらいの時間帯のときです。いま、日本全国
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で、また富良野でもありますが、時間雨量30ミリだとか

50ミリだとかスポット的に降って土砂災害という形にな

ります。富良野でも、ここの近くでは富良野市街地より

西側のほうに土砂災害警戒区域が２カ所ありますね。や

はり、そこには何千人という皆さん方がお暮らしになっ

ているのですよ。そうなったときに、昼間についてはそ

ういうことかと自分で逃げることもできるかもわからな

いけれども、私としては、やはり寝静まったときなので

す。皆さん方の生命を守ることに対しては、この富良野

の沿線の中でも、ある自治体においては防災無線が全て

の世帯にあったり、また、国の補助ももらいながら、大

きな消防の拡声機ですか、ああいう形の中で住民の皆さ

んに避難をしてくださいよという周知をされているので

す。 

 富良野についても、夜中であろうが、５分、10分で鉄

砲水が来ると想定したなら、本当にもう瞬時に皆さん方

にお知らせをしなければならないと思うのです。そのこ

とについて、今後どういう対策をとっていけばいいのか。

私は、安全・安心メールは今後も大事だと思うのですが、

その点、どういうふうに思われますか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長若杉勝博君。 

○総務部長（若杉勝博君） 岡野議員の再質問にお答え

をいたします。 

 瞬時にという部分では、基本的な方向性としては、確

かに、私どもがいま持っている情報伝達手段に加え、多

様な手段、そして重層的にという中で、また、１回目の

質問にありましたコミュニティＦＭの関係も一つの手段

として検討をしているところでございます。こうした流

れの中で、例えば、上富良野町、中富良野町のように、

同報系の無線ということで各世帯に拡声機をつけて伝達

することは断念をした経過がございまして、そこで広報

車、消防車をだんだんふやしてきております。やはり、

自助がスタートするのはまず情報を知ってからというこ

とですので、いろいろな手法で多様化に努めているとこ

ろでございますが、いまはまだラジオを可聴できない地

区がございますので、今後においてもそこら辺を含めて

多様化に努めてまいりたいと思っています。 

○議長（北猛俊君） ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） いま部長から答弁をいただいた

のですが、やはり、防災無線は断念されたことがあった

ということなのですね。 

 総務文教委員会において、平成26年度の段階で安全・

安心メールの加入数が597件だったかと思いますが、昨日

の６月20日段階、いま現在は671件ということで、100件

ふえていないのです。行政も、最大の努力はして連合町

内会長会議だとか移動市長室においてもその周知活動を

されているのだと思いますが、今回、ある住民の方とお

話をさせていただいたときに、安全・安心メールという

のは、皆さんに自主的に入っていただいて、富良野市に

とって伝達方法としては最良だよねというお声も私はい

ただきました。私も、そう思います。 

 そういう中で、平成26年度の富良野市防災ガイドマッ

プの８ページに、２次元バーコードから登録可能という

のがありますね。ただ、これは、住民の皆さん方はどう

してもわかりづらいというような話がやはり入ってきま

した。この２次元バーコードというものは、役所に来ら

れなくても携帯やスマホに入れることが可能だというこ

とですし、どうしても自分でこの操作ができない場合は

役所でも入れてくれますね。ですから、いま、防災無線

というのが非常に難しいということですから、富良野に

ついては安全・安心メールを中心にということで、これ

からも２次元バーコードの登録にまだまだ力を入れて、

やはり、町内会長にもしっかりお伝えして、皆さん方に

使っていただけるようにすべきだと思いますが、その周

知をどのように考えておられるのか、お答えいただきた

いと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長若杉勝博君。 

○総務部長（若杉勝博君） 安全・安心メールは、特に

災害後のきめ細かな富良野市の地域情報、あるいは支援

情報を流すのに非常に有効だということで始めておりま

す。そこで、登録への努力ということで、今後も惜しむ

つもりはございませんし、これまでの防災講演会、それ

から出前講座等で、御自分で操作ができない、あるいは、

わからないという方は、職員がお手伝いをしますと申し

上げてきておりまして、防災講演会の帰りにその場で登

録された方もおります。また、いまお話があったような

方がいらっしゃるとすれば、私どもに一報をいただけれ

ば、市民の方の都合に合わせて職員が出向いて登録のお

手伝いをさせていただこうと思っております。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） ぜひ、そういう行動をとってい

ただければと思います。 

 それでは、４点目のラジオふらのです。 

 これも、やはり、皆さん方にお知らせする有効手段な

のだと思います。難聴地域については、先ほどるる説明

をいただきましたが、これは、国の法律においても可能

になったというような御答弁をいただきました。 

 そうなったときに、やはり、平成28年度の予算の中で

も方向性を出していかれるのか、また、中後期計画の中

にこれを入れることができるのか、その点をお尋ねさせ

ていただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長若杉勝博君。 
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○総務部長（若杉勝博君） 再質問にお答えをいたしま

す。 

 懸案のコミュニティＦＭの難聴地区の解消ということ

で、これは、北海道市長会、全国市長会を通じて富良野

から要請をしていたところです。平成25年度時点で、一

旦、予算を上げましたけれども、無線方式による中継と

いうのはあくまで震災後の臨時中継局に限るというよう

な当時の見解が出ました。しかし、その後、東日本大震

災の教訓から国のほうでも検討され、この５月に緩和さ

れたところでございますので、私どもとしても可能な限

り早い時期にと思っています。ただ、今後、さまざまな

協議あるいは財源確保等がございますので、極力、早く

対応したいということでお答えをさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） 極力、早い対応を願うところで

あります。 

 次に、質問項目の２件目の虹いろ保育所に移りたいと

思います。 

 先ほどの市長答弁において、利点については、成長の

過程にほがらかになったり、広く皆さん方とおつき合い

ができるという形で、大変あるというお話をいただきま

した。 

 ただ、その中の課題ということで、駐車場について、

昨年から３台ということで設置してもらっておりますが、

私は、ある保護者の方にお話を聞かせていただいたとき

に、３台では特に観光期間においてはどうしてもとまれ

ないことがかなりあったと、それと同時に、保育士も、

路上駐車で子供を送ってくださいということがあったと

いうふうに聞いているのです。 

 先ほどの市長答弁では３台でということでしたが、や

はり、そういうように保護者の皆さん方も駐車場の関係

で非常に苦労されたことがあったというふうに聞いてお

りますので、その点、どのような見解をお持ちでしょう

か。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長鎌田忠男君。 

○保健福祉部長（鎌田忠男君） 岡野議員の再質問にお

答えいたします。 

 駐車場のいまの利用状況でございますけれども、朝の

送り迎えにつきましては、午前７時45分から８時45分く

らいまでの時間で非常に多く送迎されますが、この時間

帯は、マルシェ自体もオープンをしておらず、そちらの

駐車場を含めて全体を使えるような状況になっておりま

す。いままで、中央、麻町のところであればどうしても

路上にとめなければいけなかったという状況がありまし

たけれども、そういう部分では安全性を含めて解消して

いくのかなと思います。 

 また、夕方の時間も、確かに、本当の観光の繁忙期に

は若干待っていただかなければいけない状況が発生して

いたことは理解しております。ただ、繁忙期の８月10日

から15日まで実際に調査した中では、大体３分ぐらいた

てば車１台が抜けていったりということで、何十分も駐

車できないような状況はありませんでした。ですから、

そういう部分では、一定程度、御理解をいただいていか

なければいけないのかなというふうに思っています。そ

んな状況でありまして、いま現在、改めて、待っている

のが大変なので何とかしてくれというお言葉は保育所の

ほうにはいただいていないようでございますので、これ

からも御協力をお願いして対応させていただきたいと思

っております。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） 私は、やはり、保護者の皆さん

方にできる限り迷惑がかからないようにと思います。 

 そこで、先ほど市長からも御答弁をいただきましたが、

設立当初、市長のほうから、計画の中に３世代交流とい

うことが出てきました。そして、いま答弁をいただいた

中でも、幼児の皆さん方、そして、サービス型の高齢者

住宅の皆さん方といろいろな交流ができたということで

した。 

 しかし、３世代交流というのは、その中にはやはり保

護者の皆さん方も入る、そういう中での３世代なのだと

思うのです。だから、市長にお聞かせいただきたいので

すが、改めて、３世代交流について、本当の市長の思惑

というのはどういうことなのか、これを質問させていた

だきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 岡野議員の御質問にお答え申し

上げたいと思います。 

 一つは、３世代交流というのは、お年寄り、保護者、

幼児がそろわなかったら３世代ではない、こういう形で

はないわけです。３世代というのは、お年寄りと幼児で

あっても全体的な状況の中では３世代交流に位置づけて

問題がないと私は思います。いま、岡野議員の言う３世

帯というのは、この三つがそろわなかったら３世代では

ないというような感じに私は受けたのですよ。ですから、

行政としての３世代ということであそこに設置したいろ

いろな理由の中に、お隣には老人福祉施設があるわけで

すから、そういう老人福祉施設に入っている方との交流

も３世代の一翼を担うということであります。そういう

点で、どちらがいいか悪いかは別にしまして、岡野議員

と私の感覚がちょっと違うのかなと。３世代交流という

ものの基本は、お年寄りと子供であって、家族というこ

とではないですよ。他人を含めた中での交流という意味



 - 75 - 

ですから、その点で一つ御理解を賜りたいと思います。 

○議長（北猛俊君） ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） わかりました。 

 今回、虹いろ保育所は１年たちましたが、やはり、昨

年４月に開所するまでに多くの皆さん方から御意見をい

ただいて開所されたのだと思うのです。そういう中で、

先ほど答弁をいただけなかったのですが、１年たった現

在、やはり、今後もこの施設が子供たちの保育にとって

最良のものへと持っていくためにも、私は検証作業が必

要なのかなというふうに思うのですけれども、その点に

ついてお尋ねをいたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 検証の関係だというふうに理解

して、岡野議員に答弁させていただきたいと思います。 

 現在、145名前後くらいの園児が入っております。一つ

は、大きく、保育士の体制の問題で、臨時職員を入れる

と大体40名から50名の職員がかかわっているわけですね。

ですから、答弁でも申し上げましたとおり、ゼロ歳児か

ら始まって幼児までの間の低年齢層の場合はかなり手間

もかかりますから、事故のないような体制で臨時職員の

配置も考えて現在やっております。その中にはいろいろ

な幼児がいまして、泣きじゃくる子もいれば、人見知り

する子もたくさんいますが、それを何カ月かの間で集団

生活になれるように状況づくりをしているというのが検

証に値することになるのでありまして、それが改善され

ることによって集団生活のいい状態が生まれてくるわけ

ですね。 

 それからもう一つは、いま、年少から年長の園児にな

りますと、実際には下の子の面倒を見るような状況を少

しずつ生まれております。昔、子だくさんの家庭の中で

兄や姉が下の子の面倒を見ていくように、これからは保

育所の中でもそういう状況をつくっていくことによって、

人を敬うとか、あるいは親切みを感じるとか、そういう

ことを体験で教えていくことも大変いい状況づくりをで

きるのかなというふうにも感じております。継続は力な

りと言いますけれども、これからの検証においては、そ

ういう状況を積み重ねることが保育行政に大きく寄与し

ていくようになるだろう、このように判断しております。 

 以上であります。 

○議長（北猛俊君） ５番岡野孝則君。 

○５番（岡野孝則君） 最後に、学校教育のほうの質問

に行きたいと思います。 

 総務文教委員会での報告後、いままでどんな形であろ

うかなということですが、いまの教育長の答弁でも、や

はり、それぞれの学校において避難訓練がされているな

というふうに自分も理解するところです。 

 そういう中で、委員会で聞いていたことは、いま、３

階以上の建物は国の法律で避難はしご、避難袋というも

のを設置しなければならないという形になっていますね。

ただ、これについては非常に危険を伴うものです。いま

教育長から答弁をいただきましたように、階段を使って

避難をするというのは、当然そうなのだと思います。し

かし、避難はしごや避難袋については、最終手段という

形になるのかなという気もしますし、消防も来られてし

っかり安全点検をしながらということですけれども、安

全点検のみならず、最悪、最終の手段として、子供たち

がこれらを使ってどういうふうにおりるのかということ

は、やはり、教育委員会としても心の中にしっかり置い

たほうがいいと思うのですが、その点、どうですか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） 岡野議員の再質問

にお答えさせていただきます。 

 ただいま、避難はしご、避難救助袋というような避難

器具について、そういったものには危険が伴うものであ

るけれども、避難用具としてしっかり把握して使えるよ

うな状況にという趣旨の御質問だったと思います。 

 先ほども御答弁させていただいておりますとおり、避

難訓練、具体的な避難においては、最優先すべきは安全

であり、そして、効果的な避難経路で避難するというこ

とであります。ただ、その中で、最終的な手段として、

少なくとも命をしっかり守るのだというものとして、避

難はしご、あるいは救助袋を使いますので、最終的な場

面では使うことを念頭に置きながら物事を考えていく必

要があると私も思っております。 

 特に、こういった避難器具を実際に使うに当たっては、

児童生徒にある程度体力があって、しかも、その道具が

どういったものなのかということを理解しておくことが

必要です。もう一つは、安全対策として、上部と下部に、

安全を監督する、あるいは監視する教職員が存在して、

そういった中で安全をしっかり確保して対応する必要が

あるのではないかと思います。さらにもう一つは、やは

り落下の危険性もありますので、マットを敷くとか、そ

ういった部分についてもしっかり検討していく、緊急時

に至る前にそういった部分をしっかり把握する必要があ

ると思います。 

 そういった意味では、具体的に言いますと、やはり、

避難器具の設置場所、周囲の状況、そして、訓練に合わ

せてどのように作動するのか確認しておくこと、そして、

安全かつ安心、適切な使用方法について、もし教職員が

わからないとすれば、消防署の協力を得たり、あるいは、

納入業者の協力を得ながら実地訓練をしっかりやってい

く、そして、必要な監督者を充てて実際に使えるような

状況を把握しておくことが必要です。また、こういった

ものが設置されている学校が現にたくさんあるわけです
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から、そういったことを通して、一つの学校だけではな

く、ほかの学校も情報を共有しながら、今後、マニュア

ルの中にも共通認識、共通情報としてしっかり入れてい

くような形で進めてまいりたい、そのように考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 以上で、岡野孝則君の質問は終了

いたしました。 

――――――――――――――――――――――――― 

        散  会  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 以上で、本日の日程は終了いたし

ました。 

 明22日、23日は、議案調査のため、休会であります。 

 24日の議事日程は、当日配付をいたします。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 

                午後３時07分 散会
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